
・・・�2
・・�3

・・・・・・�6
・・・�8

�・・・・・�10
・・・・・�22

26
28

合併協議会事務所を開設

光ファイバー網の整備進む

市民アンケート結果

所得税・市県民税の申告

笛吹市環境ニュース

シリーズ笛吹市探訪

図書館インフォメーション

笛吹警察署生活安全ニュース

H18.1.8
おめでとう!�成人式（御坂農村環境改善センター）
※関連記事36ページ

H18.1.8
おめでとう!�成人式（御坂農村環境改善センター）
※関連記事36ページ

広報ふえふき 桃・ぶどう�日本一の郷　笛吹市
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7日

20日

11月

17日

25日

2日

9日

19日

4日

3月

5月

8月〜

11月

11月

12月

12月

12月

1月

平成17年

平成17年

平成17年

平成17年

平成17年

平成17年

平成17年

平成17年

平成18年

芦川村から合併協議会設立に関する要望書の提出

笛吹市長が、芦川村との合併について笛吹市各地域審議
会へ諮問

各地域審議会から、協議に入ることについて「進めるべき」
「異議なし」との答申

笛吹市議会合併問題研究会において、芦川村との合併協
議に入ることを確認

笛吹市議会全員協議会において、芦川村との合併協議に
入ることで意見集約

笛吹市長、笛吹市議会議長の署名による「芦川村との合併
協議について」、芦川村に提出

笛吹市長、芦川村長及び笛吹市、芦川村両議会議長、山梨
県知事に経過報告と今後の予定について報告

笛吹市長及び芦川村長「笛吹市・芦川村合併協議会が新た
に設置する任意協議会の事務所、事務局に関する協議書」
に署名

両市村の首長と議長が「笛吹市・芦川村合併協議会の設置
に関する協議書」に署名
協議会事務局を笛吹市役所内に開設

協議会設置までの経過

　
1
月
4
日
に
行
わ
れ
た
事
務
所
開
き
で

は
、
両
市
村
の
関
係
者
を
は
じ
め
、
地
元

選
出
の
県
議
会
議
員
、
振
興
事
務
所
長
、

県
市
町
村
課
長
を
来
賓
に
迎
え
、
笛
吹
市

の
荻
野
正
直
市
長
、
龍
澤
敦
議
会
議
長
、

芦
川
村
の
野
沢
今
朝
幸
村
長
、
野
澤
一
男

議
会
議
長
が
、
﹁
笛
吹
市
・
芦
川
村
合
併

協
議
会
設
置
に
関
す
る
協
議
書
﹂
に
署
名
。

そ
の
後
、
事
務
所
と
な
る
市
役
所
3
階
会

議
室
に
協
議
会
の
看
板
を
掲
げ
ま
し
た
。

　
設
置
さ
れ
た
同
協
議
会
は
、
合
併
に
つ

い
て
法
律
上
の
定
め
の
な
い
任
意
の
合
併

協
議
会
で
す
が
、
法
律
上
規
定
さ
れ
て
い

る
﹁
法
定
合
併
協
議
会
﹂
へ
の
移
行
を
視

野
に
、
市
村
間
の
事
務
事
業
の
比
較
や
、

協
定
項
目
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

交
通
の
拠
点
か
ら

　
　
情
報
の
拠
点
へ

　
か
つ
て
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
が
農
村
に
豊
か
さ
を
も
た
ら
し

た
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
は
、
光
フ
ァ

イ
バ
ー
が
地
域
に
富
と
文
化
を
運

ん
で
く
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　
首
都
圏
か
ら
甲
府
圏
域
へ
の
交

通
の
玄
関
口
。
都
心
か
ら
1
時
間

半
と
い
う
好
条
件
が
、
笛
吹
市
の

産
業
を
活
性
化
さ
せ
ま
し
た
。
﹃
桃

ブ
ド
ウ
日
本
一
﹄
と
な
っ
た
背
景

に
は
、
果
樹
栽
培
に
適
し
た
気
候

風
土
や
生
産
者
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力

が
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ

り
ま
せ
ん
が
、
中
央
自
動
車
道
が

開
通
し
た
影
響
も
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。

　
今
後
は
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
と
い

う
情
報
イ
ン
フ
ラ
が
加
わ
る
こ
と
で
、

限
り
な
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
秘
め

た
﹃
躍
動
す
る
ふ
れ
あ
い
文
化
都
市
﹄

の
実
現
が
可
能
に
な
る
で
し
ょ
う
。

光
フ
ァ
イ
バ
ー
は

　
　
　
未
来
の
道
具

　
光
フ
ァ
イ
バ
ー
は
、
新
し
い
暮

ら
し
を
築
き
ま
す
。
﹁
会
い
た
い
人

に
す
ぐ
に
会
え
る
。
﹂
﹁
見
た
い
も

の
が
そ
の
場
で
見
ら
れ
る
。
﹂
⋯
子

供
の
頃
に
描
い
た
未
来
の
都
市
像

が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
次
々

と
実
現
し
て
い
ま
す
。
め
ま
ぐ
る

し
く
発
展
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

社
会
に
と
っ
て
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー

は
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
ア
イ
テ

ム
︵
道
具
︶
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
以
外
に
も
、
教
育
、

文
化
、
福
祉
、
医
療
、
産
業
と
幅

広
く
活
用
さ
れ
、
私
た
ち
の
暮
ら

し
に
大
き
な
変
革
を
も
た
ら
す
こ

と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
︵
右
図
︶

　
笛
吹
市
と
芦
川
村
は
合
併
協
議
を
行
う
た
め
、
平
成
18
年
1
月
1
日
﹁
笛
吹
市
・
芦
川
村

合
併
協
議
会
﹂
を
設
置
し
、
笛
吹
市
役
所
内
に
合
併
協
議
会
事
務
局
を
開
設
し
ま
し
た
。

　
み
さ
か
光
ネ
ッ
ト
推
進
会
や
富
士
見
地
区
正
副
区
長
会
ら
の
精
力
的

な
市
民
運
動
に
よ
り
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
の
整
備
が
急
ピ
ッ
チ
で
進

ん
で
い
ま
す
。
夢
の
都
市
実
現
に
向
け
て
歩
み
は
じ
め
ま
し
た
。

協議会の看板を掲げる両市村の首長と議長
　　　（左から野澤一男芦川村議長・野沢今朝幸芦川村長・荻野正直笛吹市長・龍澤敦笛吹市議長）

インターネット

学校

自宅

市役所

電子行政遠隔医療

病院

お仕事

農作物直販

学校

自宅

市役所

電子行政
市役所に行かず
に色々な手続き
ができます

遠隔医療
病院に行かずに
診察がうけられます

病院

お仕事

農作物直販

自宅から授業
風景見学

ネットで学習

遠隔地の
お子さんや
　お孫さんと
　　TV電話で

教師とメールで
　連絡も簡単

大容量のデータの
送受信が可能です

よりスピーディ
にネットを活用
　　　できます

光回線

笛吹市・芦川村の地図

笛吹市

芦川村

山梨市

甲州市
甲府市

甲斐市

市川三郷町

身延町

富士河口湖町

鳴沢村 富士吉田市

大月市

西桂町

昭和町

豊富村

玉穂町

田富町

上九一色村

豊富村
中道町

玉穂町

田富町

上九一色村

上九一色村

﹁
躍
動
す
る
ふ
れ
あ
い
文
化
都
市
﹂
実
現
に
向
け
て
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NTT��Bフレッツ（光）

サービス開始済

石和エリア

光ファイバー検討中

御坂1次エリア

テプコ光

サービス開始済

光ファイバー
検討中
光ファイバー
検討中

八代エリア

テプコ光

（仮）申込み受付中
（八代光ネット推進会）

御坂2次エリア

テプコ光

（仮）申込み受付中
（みさか光ネット推進会）

NTT��Bフレッツ（光）

（H18.4.3〜）

広瀬エリア

サービス開始

（H18.5.15〜）

サービス開始
NTT��Bフレッツ（光）

唐柏・小石和・向田エリア

（H18.6.15〜）

サービス開始
NTT��Bフレッツ（光）

富士見エリア

NTT��Bフレッツ（光）

（仮）申込み受付中
（商工会春日居支所）

春日居町エリア

石和英エリア

みさか光ネット
推進会の市民
運 動 の 成 果

石和富士見地区の
市民運動の成果

境　川
エリア

〜推進会のこれまでの主な運動〜〜富士見地区のこれまでの主な運動〜

御
坂
に
光
を
!

　
６
０
０
件
の
目
標
達
成
⋯

昨
年

8
月
、
御
坂
町
に
待
望
の
光
フ
ァ

イ
バ
ー
が
開
通
し
ま
し
た
。
情
報

イ
ン
フ
ラ
整
備
が
遅
れ
て
い
た
地

域
だ
っ
た
だ
け
に
、
み
さ
か
光
ネ
ッ

ト
推
進
会
︵
田
中
和
仁
代
表
︶
の

喜
び
は
ひ
と
し
お
だ
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。

　
推
進
会
は
、
地
域
に
光
フ
ァ
イ
バ
ー

を
誘
致
し
よ
う
と
い
う
強
い
志
を
持
っ

た
若
者
を
中
心
に
結
成
さ
れ
た
市

民
団
体
で
す
。

　
メ
ン
バ
ー
の
職
種
・
年
齢
層
は
様
々
。

各
自
の
得
意
な
分
野
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
た

運
動
を
展
開
し
、
6
0
0
件
の
仮

申
込
み
を
取
り
付
け
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー

の
誘
致
に
こ
ぎ
つ
け
た
の
で
す
。

　
﹁
こ
れ
ま
で
の
運
動
を
振
り
返
っ

て
﹂
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
対
し
て
、

﹁
御
坂
に
光
を
、
と
い
う
地
域
の

強
い
思
い
を
カ
タ
チ
に
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
﹂
と
答
え
て
く
れ

た
田
中
代
表
の
笑
顔
は
、
市
民
活

動
を
通
し
て
得
ら
れ
た
喜
び
と
自

信
に
満
ち
て
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
エ
リ
ア
拡
大
中

　
御
坂
に
続
け
!
と
い
う
こ
と
で
、

光
フ
ァ
イ
バ
ー
誘
致
運
動
を
模
倣

す
る
地
域
が
現
れ
て
い
ま
す
。
八

代
光
ネ
ッ
ト
推
進
会
の
取
り
組
み
も
、

あ
と
一
歩
で
す
。
春
日
居
町
で
も

商
工
会
春
日
居
支
部
を
中
心
に
仮

申
込
み
を
受
付
中
。
境
川
町
で
も

組
織
を
立
ち
上
げ
る
動
き
が
あ
ら

わ
れ
て
き
ま
し
た
。

富
士
見
地
区
を
光
の
街
に
!

　
富
士
見
地
区
の
発
展
の
た
め
、

若
者
の
未
来
の
た
め
⋯
そ
ん
な
思

い
が
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
敷
設
を
早

め
た
の
で
す
。

　
富
士
見
地
区
で
は
、
正
副
区
長
会

︵
竹
下
忠
光
会
長
︶
と
、
N
P
O
地

域
資
料
デ
ジ
タ
ル
化
研
究
会
︵
小
林

是
綱
理
事
表
︶
、
N
P
O
法
人
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
あ
い
︵
長
田
憲
明
理
事
長
︶

ら
が
協
働
し
て
市
民
運
動
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

　
こ
の
地
域
の
特
徴
は
、
光
フ
ァ

イ
バ
ー
の
重
要
性
を
認
識
し
て
い

る
若
者
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
無
縁
の
大
人
も
、

わ
が
子
や
孫
の
た
め
に
と
、
市
民

運
動
に
参
加
し
た
こ
と
で
す
。

　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
対
し
て
、
﹁
区

長
会
で
も
、
地
域
の
た
め
に
、
子

供
た
ち
の
た
め
に
、
大
き
な
モ
ノ

を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
﹂

と
話
し
て
く
れ
た
竹
下
会
長
の
言

葉
が
印
象
的
で
し
た
。

市
民
運
動
が
敷
設
の
近
道

　
光
敷
設
は
、
全
国
の
地
域
の
引
っ

張
り
合
い
で
す
。
誰
か
が
や
っ
て

く
れ
る
と
考
え
て
い
る
地
域
に
は
、

光
フ
ァ
イ
バ
ー
は
敷
設
さ
れ
ま
せ
ん
。

行
政
区
や
団
体
の
熱
い
思
い
が
光

敷
設
事
業
者
を
動
か
す
の
で
す
。

市
民
運
動
に
協
力
を

　
市
民
団
体
の
取
り
組
み
︵
仮
申

込
み
︶
に
協
力
す
る
こ
と
で
、
光
フ
ァ

イ
バ
ー
網
の
構
築
が
加
速
し
ま
す
。

︵
記
事
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、

秘
書
政
策
室
総
合
政
策
担
当
ま
で
︶

御坂町内で開催されたインターネット受付会JA笛吹富士見支所で開催された光ファイバー説明会

7月

8月

9月

10月

11月

12月

12月

2月

4〜6月

H17年

H17年

H17年

H17年

H17年

H17年

H17年

H18年

H18年

富士見地区光推進組織結成

NTT東日本、テプコ光と打合せ

アンケート用紙配布

アンケート用紙1,300通回収

NTT東日本、テプコ光に光敷設要請

NTT東日本より決定通知

光ファイバー敷設地域説明会

地区説明会・申込み・工事開始

富士見地区、広瀬区共用開始

H16年

H16年

H17年

H17年

H17年

H17年

H17年

H17年

H17年

H18年

11月

12月

1月

2〜3月

3月

3月

6月

8月

9月

3月

みさか光ネット推進会結成

地域説明会、（1）仮申込書配布

テプコ光の誘致決定

（2）仮申込書配布・回収

仮申込書600通回収

テプコ光との調印

インターネット受付会開催

工事開始

御坂1次エリア共用開始

御坂2次エリア工事開始予定
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前
回
︵
１
月
号
︶
は
、
バ
ス
の
あ
り
方
に
関
す
る

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
︵
概
要
︶
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
、
路
線
バ
ス
の
運
行
状

況
等
の
現
状
や
市
内
の
公
共
交
通
が
抱
え
る
課
題
を

整
理
し
、
今
後
の
バ
ス
路
線
の
再
編
整
備
の
方
向
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
た
。

　
市
内
を
運
行
す
る
バ
ス
路
線
で
定
時
･
定
路
線
を

運
行
し
て
い
る
も
の
に
は
、
民
間
路
線
バ
ス
及
び
市

町
村
自
主
運
営
バ
ス
の
２
種
類
12
路
線
と
、
一
宮
町

地
域
及
び
境
川
町
地
域
で
運
行
し
て
い
る
市
営
バ
ス

が
あ
り
︵
表
１
参
照
︶
、
う
ち
民
間
路
線
バ
ス
と
市

町
村
自
主
運
営
バ
ス
は
乗
車
す
る
距
離
に
応
じ
て
運

賃
が
設
定
さ
れ
る
﹁
対
キ
ロ
区
間
運
賃
制
﹂
が
と
ら

れ
、
市
営
バ
ス
は
乗
車
距
離
に
か
か
わ
ら
ず
利
用
者

が
一
律
1
0
0
円
を
負
担
す
る
﹁
均
一
運
賃
制
﹂
が

と
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
バ
ス
運
行
に
伴
う
収
支
は
全
て
の
路
線

で
赤
字
と
な
っ
て
お
り
、
赤
字
額
の
一
部
又
は
全
額

を
市
が
補
助
又
は
負
担
し
て
お
り
、
平
成
16
年
度
に

お
け
る
市
の
負
担
額
は
３
千
万
円
を
超
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
に
は
J
R
中
央
線
石
和
温
泉
駅
と
春

日
居
町
駅
の
二
つ
の
鉄
道
駅
が
あ
り
、
石
和
温
泉
駅

は
特
急
停
車
駅
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
観
光
客

な
ど
の
利
用
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
路
線
バ
ス
に
よ
る
鉄
道
駅
へ
の
ア
ク
セ
ス
状
況
を

見
る
と
、
石
和
温
泉
駅
に
乗
り
入
れ
て
い
る
バ
ス
路

線
は
２
路
線
し
か
な
く
、
利
用
で
き
る
エ
リ
ア
も
限

ら
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
春
日
居
町

駅
に
乗
り
入
れ
て
い
る
バ
ス
路
線
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
次
に
人
口
等
の
居
住
状
況
を
見
て
み
る
と
、
平
成

12
年
国
勢
調
査
に
基
づ
く
市
の
人
口
は
7
0
、

4
3
5
人
、
世
帯
数
は
2
3
、
2
6
3
世
帯
と
な
っ

て
お
り
、
石
和
町
地
域
か
ら
春
日
居
町
地
域
に
か
け

た
鉄
道
沿
線
地
域
の
人
口
密
度
が
高
い
ほ
か
、
石
和

町
地
域
南
部
に
広
が
る
新
た
な
市
街
地
に
ま
と
ま
っ

た
人
口
分
布
が
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
各
地
域
の
主

要
道
路
沿
線
や
旧
役
場
周
辺
地
域
な
ど
に
一
定
の
人

口
集
積
が
見
ら
れ
ま
す
。

︻
公
共
交
通
等
の
現
状
︼

　
公
共
交
通
機
関
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
を
利
便
性
高
く

受
け
る
た
め
に
は
鉄
道
駅
や
バ
ス
停
か
ら
一
定
程
度

近
接
し
た
範
囲
に
居
住
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
一
般
的
に
人
が
抵
抗
な
く
歩
く
こ
と
が
出

来
る
距
離
が
３
０
０
〜
４
０
０
ｍ
と
言
わ
れ
て
い
る

事
か
ら
、
鉄
道
駅
や
バ
ス
停
か
ら
半
径
４
０
０
ｍ
以

内
の
地
域
を
﹁
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
て

い
る
地
域
﹂
と
し
ま
す
。

　
民
間
路
線
バ
ス
が
運
行
し
て
お
り
昔
か
ら
の
集
落

が
形
成
さ
れ
て
い
る
主
要
道
路
沿
い
の
地
域
や
市
営

バ
ス
が
運
行
さ
れ
て
い
る
一
宮
町
地
域
と
境
川
町
地

域
に
お
い
て
は
利
便
性
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
一
方
こ
れ
ら
以
外
の
地
域
で
は
、
集

落
等
が
形
成
さ
れ
、
ま
と
ま
っ
た
居
住
が
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
利
便
性
の
高
い
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス

が
提
供
さ
れ
て
お
ら
ず
、
サ
ー
ビ
ス
の
偏
り
が
見
ら

れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
提
供
の

空
白
地
域
を
﹁
公
共
交
通
不
便
地
域
﹂
と
位
置
づ
け
、

そ
の
状
況
は
上
図
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
現
在
生
じ
て
い
る
移
動
の
自
由
に

関
す
る
地
域
格
差
を
解
消
す
る
と
と
も
に
、
バ
ス
路

線
の
整
備
に
関
す
る
市
民
の
み
な
さ
ん
の
意
向
や
進

展
す
る
高
齢
化
社
会
及
び
マ
イ
カ
ー
依
存
型
社
会
に

よ
る
弊
害
な
ど
の
社
会
情
勢
を
踏
ま
え
、
市
で
は
、

地
域
の
実
情
に
即
し
た
﹁
運
行
方
式
﹂
や
﹁
サ
ー
ビ

ス
内
容
﹂
、
﹁
他
の
公
共
交
通
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
向
上
﹂
な
ど
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
市
営
バ

ス
の
整
備
充
実
に
向
け
た
検
討
を
重
ね
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
問
合
せ
先

　
　
　
　
秘
書
政
策
室
企
画
推
進
担
当

　
　
　
　
0
5
5
　
2
6
2
　
4
1
1
1

　
　
　
　
　
　
　
　
︵
内
線
2
2
8
・
2
2
9
︶

︻
バ
ス
交
通
が
抱
え
る
課
題
︼

︻
今
後
の
対
応
︼−

−

山梨交通敷島（営）〜甲府駅〜玉諸小〜車検場

甲府駅〜玉諸小〜車検場

勝沼〜田中〜石和温泉駅入口〜英和大学〜甲府駅

勝沼〜田中〜石和温泉駅入口〜甲府駅

山梨交通敷島（営）〜甲府駅〜酒折〜

英和大学〜石和温泉駅

甲府駅〜酒折〜英和大学〜石和温泉駅

山梨交通敷島（営）〜甲府駅〜石和温泉駅入口

〜八代町御所〜境川町石橋〜中道橋〜甲府駅〜

山梨交通敷島（営）

甲府駅〜石和温泉駅入口〜八代町御所〜境川町

石橋〜中道橋〜甲府駅〜山梨交通敷島（営）

山梨交通敷島(営)〜甲府駅〜石和温泉駅入口〜

八代町御所〜境川町石橋〜中道橋〜甲府駅

甲府駅〜酒折〜石和温泉駅入口〜市役所御坂支所

〜下黒駒

甲斐市長塚〜甲府駅〜甲府市総合市民会館〜
八代四ツ角〜奈良原

勝沼〜一宮西小〜石和温泉駅入口〜甲府駅〜

南西団地

田中公民館〜一宮町地域各所〜田中公民館

(運行経路は曜日により異なります。)

診療所〜市役所境川支所〜上寺尾公民館〜

中道橋東〜大坪入口〜ＹＬＯ会館〜診療所

診療所〜市役所境川支所〜大窪公民館〜旧役場前

〜大黒坂公民館〜小学校前〜浅川橋〜石橋バス停

〜診療所

路線名 発着地及び主な通過地

民
間
路
線
バ
ス

敷島(営)〜車検場線

甲府駅〜車検場線

勝沼〜英和大学〜甲府駅線

勝沼〜田中〜甲府駅線

敷島(営)〜英和大学〜石和温泉駅線

甲府駅〜英和大学〜石和温泉駅線

敷島〜御所循環〜敷島線

甲府駅〜石和・中道〜敷島線

敷島〜石和・中道〜甲府駅線

甲府駅〜下黒駒線

長塚〜奈良原線

勝沼〜一宮〜南西団地線

一宮町循環バス

巡回、北回り、中回り、南回り

境川町巡回バス

　　原・寺尾・大坪経由

　　大窪・大黒坂・前間田経由

自
主
運
営
バ
ス

市
営
バ
ス

表1　市内を運行するバスの状況

※「自主運営バス」とは、民間路線バスが廃止された路線を対象に関係市町村が
　��主体となってバスを運行するものです。
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平成17年分『所得税』の確定申告と、平成18年度分『市県民税』の申告相談及び受付が始まります。



KOHO�FUEFUKI 広報ふえふき　2006.2�No17

11 10

笛吹市男女共同参画委員会

　国は、平成１２年１２月、男女共同参画を進めるために男女
共同参画社会基本法に基づき基本計画を作ったんだよ。
　この計画には次の１１項目の重点目標を掲げているんだよ。

先月号に続いて今回は、国の「男女共同参画基本計画」についてその概要を学習しましょう！

笛ちゃん

笛ちゃん

吹ちゃん

　そうだねーむずかしいね。
それはね、私たちの日常生活には、男女お互いに不平等のことがいっぱいあるからだよ。
たとえば、５つめの『男女の職業生活と家庭・地域生活の両立の支援』と言う項目なんだけ
ど、仕事には休みがあるけど、家事には、休みや定年はないよね。家族がみんなで協力しあ
うことが大事なのさ。

　あーわかった。たとえば『料理ができないの
は女のくせに恥ずかしい』って言うけど、男性
だっておなじよね。自分の身の回りのことをす
る能力は、男も女も同じように必要なことよ
ね。
だったらこのことは、２番目の『男女共同参画
の視点に立った社会制度・慣行の見直し、意識
の改革』にあたるかしら？

笛ちゃん

吹ちゃん

吹ちゃん

へーこんなにあるの？
難しくってわからないわ。

　そうだね。じゃあ次号では、
各項目ごとに具体的な例を考え
ていってみようか。

◎問合せ先 ●市民環境部
●御 坂 支 所
●一 宮 支 所

環境対策課
住 民 課
住 民 課

055－261－2044
055－262－2271
0553－47－1111

●八 代 支 所
●境 川 支 所
●春日居支所

住 民 課
住 民 課
住 民 課

055－265－2111
055－266－2111
0553－26－3111

　市指定の統一ごみ袋に移行するための第一段階として、
春日居町を除く5町（石和町、一宮町、御坂町、八代町、
境川町）は、平成18年1月より、可燃ごみを透明又は半
透明の袋で搬出すことができるようになりました。
　もちろん、今まで使っていたごみ袋も使用できます。
レジ袋でも搬出できますが、必ず透明又は半透明の袋
を使用してください。

　※春日居町については、現状のとおり、指定の可燃
　　ごみ袋を使用してください。

　４月から春日居町で、その他プラスチック
の回収を開始することにより、笛吹市のすべ
ての地区でその他プラスチックの回収が行わ
れることになります。一層のリサイクルの推
進にご協力ください。
　また、春日居町では、4月から可燃ごみ以外
の指定袋がなくなりますので、資源物を透明
又は半透明袋でも搬出可能になります。もち
ろん、今まで使っていたごみ袋も使用できます。
　※詳しくは、春日居支所又は環境対策課へ
　　お問い合わせください。

　パソコンをきちんとリサイクル処理すると、鉄、銅、アルミ、プ
ラスチックなどはもちろん、金、銀、コバルトの希少金属まで資源
として再利用できます。環境と調和したクリーンなIT時代へ…� 。
パソコンのリサイクルは、私たちの次の世代に健全な環境を残すた
めに、いま取り組まなければならない課題なのです。
　家庭での使用済パソコンを有益な資源として再利用するために、
平成15年10月1日から「資源有効利用促進法」にもとづいた“PCリ
サイクル”が始まりました。

　・デスクトップパソコン・ノートパソコン
　・CRTディスプレイ�　　・液晶ディスプレイ
　ご購入時の標準添付品（マウス、キーボード、スピー
カー、ケーブルなど）も一緒に回収しますが、マニュ
アルやCD-ROM・DVD-ROM・FDなどの記憶媒体
は含みません。
※プリンタ等の周辺機器、ワープロ専用機、PDA（携
　帯情報端末）は対象となりません。
　（粗大ごみです。）

　家庭の使用済パソコンで、PCリサイクルマークがついているものは、新たな料金負担なしで、メーカーが
回収・再資源化します。マークがついてない製品は、回収再資源化料金を、ご負担頂きます。回収再資源化
料金は、メーカーやパソコン等により違います。
　メーカーが明らかでないパソコンは、ご購入された販売店にお問い合わせください。

回収するメーカーがないパソコンの回
収は、「パソコン3R推進センター」へ
お問い合わせください。

●パソコン3R推進センター
ホームページ
http://www.pc3r.jp/uketsuke.html

　電話��03-5282-7685
　FAX��03-3233-6091

　家庭の使用済パソコンで、回収するメーカーがないものについては、「パ
ソコン3R推進センター」が有償で回収・再資源化します。
　　　・自分で組み立てた自作パソコン。
　　　・倒産したメーカー、輸入販売会社のパソコンなど

やってみるじゃん・ごみ減量53（笛吹市は平成18年度から5年間でごみの減量53％をめざしています）
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保健福祉部　介護保険課

◎問合せ先　●保健福祉部介護保険課　０５５－２６１－１９０３

１．平成１７年１０月からの実施内容

２．平成１８年４月からの実施内容

要介護５

予防給付 介護給付

要支援者 要介護者

要支援１ 要支援２ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５

現行区分 要支援 要介護２ 要介護３ 要介護４

②�徴収方法の見直し……特別徴収（年金からの天引き）の対象となる年金を従来は老齢基礎年金と旧
　�法での老齢年金・退職年金としていましたが、遺族年金、障害年金が加わります。
③�特別徴収対象者の把握時期の複数化……年1回から６回となります。

●�第１号保険料の見直し
　①�設定方法の見直し……従来の第２段階の幅が広すぎるという反省から細分化します。本算定から
　　�適用になります。

●�その他
①�養護老人ホームの見直し……要支援、要介護の人については外部のサービス事業者との連携により、
　��介護保険サービスが提供できるケースも有ります。
②�住所地特例の見直し……従来、市外にある介護保険施設に入所の場合、市の被保険者として扱う住
　��所地特例がありましたが、これに介護専用型特定施設（定員３０人以上の有料老人ホームであって、
　��入所のとき要介護者である場合）と養護老人ホームが加わります。

現　　　　　行 改　　正　　後

段　階 対　　象　　者 段　階 対　　象　　者 保険料

第１段階 第１段階
基準額
×0.5

同左

同左

同左

同左

第２段階

第２段階

市町村民税世帯非課税 基準額
×0.75

・市町村民税世帯非課税
・高齢者本人の年金収入額と合計
　所得金額の合計が８０万円以下の人

基準額
×0.5

第３段階

第３段階 市町村民税世帯非課税で
第２段階に該当しない人

基準額
×0.75

市町村民税本人非課税 基準額×１ 基準額×１

第４段階

第４段階

市町村民税本人課税
（被保険者本人の合計所得
　　金額が２００万円未満）

第５段階

第５段階

市町村民税本人課税
（被保険者本人の合計所得
　　金額が２００万円以上）

基準額
×1.5

基準額
×1.5

第６段階

保険料

・生活保護受給者
・市町村民税世帯非課税
　かつ老齢福祉年金受給者

基準額
×0.5

基準額
×1.25

基準額
×1.25

要介護１

要介護１

●�要介護認定の見直し
　① 認定審査……現在行っている要介護状態区分の審査に加え、認定調査項目、主治医意見書の項目
　　 を追加し、状態の維持・改善可能性の観点から基準に従って審査し、市が決定します。
　②申請代行の見直し……地域包括支援センター等が申請の代行を行えるようになります。
　③ 要介護度区分の見直し……従来の要介護１を要支援２と要介護１に分けます。要介護1相当で要介護状
　　 態の軽減、悪化防止が期待できる人は要支援2と認定され、そうでない人は要介護1と認定されます。
　 　　また、従来の要支援は、要支援1となります。要支援1・要支援2（予防給付対象）と認定された
　　 人のケアプランは、地域包括支援センター等が作成することとなります。

　５年に１度の介護保険制度見直しがされました。持続可能な介護保険制度であること、超高齢社会

に耐えられる社会保障を目指しての改正です。次のとおり項目によって実施時期が異なります。

●�居住費・食費の見直し

　　在宅と施設の利用者負担の公平を図るため、居住費と食費が保険給付の対象外となりました。

　①�居住費（ショートステイの場合は「滞在費」）の見直し……多床室（相部屋）では光熱水費相当

　　�が、その他の部屋では室料と光熱水費相当が自己負担となりました。

　②�食費の見直し……食材料費と調理費に相当する部分が自己負担となりました。

　③�居住費と食費の額は施設と利用者の契約によって決まるようになりました。

　④�低所得者に対する配慮……居住費（滞在費）・食費の見直しによって低所得者の利用が困難とな�

　　�らないよう補足的給付（特定入所者介護サービス費の支給）を行います。（負担限度額認定申請

　　�が必要です。詳しくは広報１２号をご覧ください）

●�介護報酬の改定

　　施設給付の見直しに関わる部分のみ今回改定されました。

　　その他の部分は平成１８年４月からの改定となります。

●�予防重視型システムへの転換�……�介護度が軽度（要支援・要介護１）である人が大幅に増加して

　いること、軽度者に対するサービスが状態の改善につながっていないとの反省を踏まえたものです。

　①「予防給付」の新設……要介護の状態の軽減や悪化の防止を図るものです。訪問介護など従来の

　　�サービスの内容や提供方法を見直したり、新たなサービスやメニューを追加します。

　②「地域支援事業」の新設……要介護になるおそれのある高齢者を対象にした予防事業が介護保険

　　�制度に新たに位置づけられました。

●�新たなサービスの創設

　①「地域密着型サービス」……身近な住み慣れた地域で暮らし続けられることを目指して、その地

　　� 域（市町村）の住民のみが利用できるサービスです。認知症高齢者対応型デイサービス、夜間対

　　� 応型訪問介護、認知症高齢者グループホーム、小規模・介護専用型特定施設、小規模特別養護老

　　�人ホームなどです。

　②「地域包括支援センター」……地域での総合的相談窓口機能、介護予防マネジメント、包括的・

　　�継続的マネジメントの支援を行います。
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保健福祉部　健康づくり課

◎問合せ先

０５５−２６５−２１１１
０５５−２６６−２１１１
０５５３−２６−３１１１

●八代支所健康福祉課
●境川支所健康福祉課
●春日居支所健康福祉課

０５５−２６１−１９０１
０５５−２６２−２２７１
０５５３−４７−１１１１

●保健福祉部健康づくり課
●御坂支所健康福祉課
●一宮支所健康福祉課

Ｂ Ｃ Ｇ

三種混合Ⅰ期初回・追加

麻 し ん

風 し ん

二 種 混 合

予防接種名 対象児

＊対象者には、1月末に予診票、契約医療機

　関等の詳しいお知らせをします。接種時期

　等の内容をよく確認し契約医療機関にて予

　防接種を受けてください。

＊他市町村より転入してきた方、予診票のない方、有

　効期限切れの方はお住まいの地域の下記連絡先まで

　お問い合わせください。

○平成１８年４月１日から

予防接種法施行令が一部改正され、麻しん風しん混合ワクチンの２回接種になります。

（対象年齢）

第１期：生後１２月から生後２４月に至るまでの間にあるお子さん。

第２期：５歳以上７歳未満で、小学校就学１年前から就学日前日までのお子さん。

（※注意）　麻しん、風しんの両方あるいは片方を接種されたお子さんは対象外となります。

（接種方法）麻しん風しん混合ワクチンを１期と２期で１回ずつ接種する。

◎平成16年4月1日以前に生まれた7歳6か月未満のお子さんで、麻しん予防接種と風しん予防接種をま

　だ受けていない場合は、平成18年3月31日までに両方の接種を受けることをおすすめします。（平

　成18年4月1日以降は予防接種法対象外となります。）

◎平成16年4月2日以降に生まれたお子さんで、平成18年4月1日以降、麻しん予防接種と風しん予防接

　種を両方とも受けていない場合は、改正後の第1期（1歳から2歳未満）に麻しん風しん混合ワクチンの

　接種対象にもなります。

　　ただし、麻しんまたは風しんにかかることを予防するためにも、両方の接種を完了する十分な機

　会がある場合は、平成18年3月31日までに両方の接種を受けることをおすすめします。

平成17年11月生まれ

平成17年2月生まれ

平成7年2月生まれ

　笛吹市では、検診をスムーズに受けていただくために、平成１８年２月上旬に『平成

１８年度各種検診希望調査書』を世帯ごとに送付します。書類をご確認の上、平成１８

年２月２０日（月）までに返信用封筒にて返信してください。

※平成１８年２月１０日（金）を過ぎても調査書が届いていない世帯がありましたら

　下記までご連絡ください。

　市では、「すべての市民が健康で明るくいきいきと暮らすこと」を目指し、｢笛吹市健康増進計画｣を

策定します。

　この計画は、公募等で選ばれた市民約50人が作業部員となって住民参加のもと手作りの健康づく

り計画を策定していく予定です。これまでの作業状況についてお知らせします。

　平成17年10月24日、東八代合同庁舎で第1回作業部会と｢笛吹市健康増進計画｣講演会が開催されま

した。また11月21日に第2回、12月12日に第3回の作業部会を開催しました。

○｢生きた健康づくりを目指して｣
　岩永俊博先生による講演会

　医師の岩永俊博先生が｢生きた健康づくりを目指して｣

と題して講演を行いました。岩永先生は「計画は何のた

めに作るのか。本当に必要なもの、本当にしなければな

らないことをみなの力で選択し、行政と住民が一緒に

考え決定する。そして、それをどう実現するかまで考え

た計画づくりをする必要がある。」と語られました。

○「自分の周りで気になる健康状態はなに？」
　第1回〜第3回作業部会

　作業部員を｢働き盛りの人｣を対象にした3グループ、｢高齢者｣を対象にした3グループの、計6グループ

に分け「自分の周りで気になる健康状態はなに？」をテーマに意見を出し合いました。多数出された意

見を大きく3つの課題にまとめました。

「働き盛りの人」の課題
・精神的なゆとりがない、ストレスが多い

・運動不足

・食生活のバランスが悪い

「高齢者」の課題
・元気だが世間話などをする交流の機会

��が少ない
・食事の偏りがある
・年齢以上に体力の衰えを感じる人が多い

今後、｢働き盛りの人｣、｢高齢者｣それぞれ3つの課題を中心に話し合い、｢笛吹市健康増進計画｣を策定します。

講演をする岩永先生

第3回作業部会第1回作業部会
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◎申請場所及び問合せ先

◎問合せ先

保健福祉部　児童課

◎問合せ先 ●市民環境部�国民健康保険課　国保総務担当　055－262－4111��内線12１

◎問合せ先

市民環境部　国民健康保険課

●市民環境部�国民健康保険課　055－262－4111（内線124）●甲府社会保険事務所　055－252－1441

●保健福祉部�児童課窓口・各支所健康福祉課窓口　055－261－1904

●保健福祉部�児童課　児童家庭担当　055－261－1904

　会社等を退職して国民健康保険に加入している方で、厚生年金、共済年金等の年金を受給するようになり退職
医療制度の該当者になりましたら、一般の国民健康保険から退職者国民健康保険に変わります。

　社会保険加入者が退職後、国民健康保険に移行することにより、国民健康保険の医療費負担は増大します。そ
のため、退職被保険者に対する医療費（被保険者の負担金以外の医療費）は、一般の被保険者とは別に会社等の
健康保険からの拠出金に頼っています。
　退職者医療制度では、医療費は、本人の自己負担・保険税・会社等の健康保険からの拠出金で賄われます。退
職者医療制度の対象となる人が届出をしないと、本来、拠出金から支払われるべき医療費を保険税で負担するこ
とになります。保険税負担軽減にもつながりますので、国民健康保険加入者で、退職者医療制度に該当する方は、
必ず届出をお願いいたします。

■退職者医療制度の対象となる方
　市の国民健康保険に加入し、厚生年金や各種共済組合などの年金を受け取ることができる方で、下記①または
②に当てはまる方
　①�過去通算で厚生年金・共済組合の加入暦が20年以上ある方
　②�過去通算で40歳以降、厚生年金・共済組合の加入暦が10年以上ある方

■手続にお持ちいただくもの
　年金証書（厚生年金の通算暦数の記入してある物）
　印かん
　国民健康保険証

※�すでに、退職者本人の国民健康保険証をお持ちの方は、手続の必要はありません。
※�再就職され社会保険に加入している方は、国民健康保険を喪失する手続が必要となります。

　所得税法等の一部が改正され、平成17年分の所得の申告から国民年金保険料を社会保険料控除として申告する
際に、１年間に納付した国民年金保険料の納付を証明する書類を添付することが義務付けられました。
　生命保険会社等から送付される控除証明書と同様に、1年間に納付した国民年金保険料の額を証明した控除証
明書（ハガキ）が社会保険庁から下記送付時期に送付されることになりました。確定申告等の手続の際は必ずこ
の証明書や領収書が必要となりますので、申告を行うまで大切に保管してください。

■平成17年1月から9月末日までに国民年金保険料を納付した方の場合
　送付時期　平成17年11月上旬
　証明内容　平成17年1月から9月末日までに納付された国民年金保険料額
　　　　　　平成17年中に納付が見込まれる場合の納付見込額（口座振替の方のみ）

■ 年の途中から国民年金に加入した場合など、平成17年10月以降に初めて国民年金保険料を納付した方の場合
　送付時期　平成18年2月初旬
　証明内容　平成17年10月から12月末日までに納付された国民年金保険料額

※社会保険料控除証明書の再発行を希望される方は、下記連絡先へお問合せください。

再発行専用�問合せ先　℡�0570－00－9911

　平成1８年4月に小学校へ入学する児童がいるひとり親家庭に、市より祝金として児童一人につき、

1万円を支給します。
　支給要件にあてはまる方は、申請をしてください。

■支給要件……平成1８年2月1日現在
○ 笛吹市に住民登録があること。
○ 平成1８年4月に山梨県内の小学校（聾学校、盲学校、養護学校を含む。）へ入学する児童を育てて
　 いるひとり親家庭の親（父母のない児童の養育者を含む。）であること。
　 ※ただし、児童収容施設（母子生活支援施設を含む）に入所中の児童、並びに里親に委託中の児童
　 　は除く。
○ 生活保護世帯ではないこと。

支給が決定されますと、原則3月中に支給されます。
申請が却下された場合には、通知いたします。
申請後に上記要件を満たさなくなった場合は、支給されません。

■申請期限

平成1８年2月28日（火）
※平成1８年2月2日以降に支給要件へあてはまるようになった場合の申請は、平成1８年3月31日まで
　受け付けます。

＊＊＊ひとり親家庭とは＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
配偶者のない女子または男子と、その者が扶養している児童がいる世帯です。
現に事実上婚姻関係と同様の状態にある場合は除きます。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　18年４月診療から、国民健康保険加入世帯の乳幼児が、市内の医療機関（薬局を含む）へ

受診したときの保険適用分のみ自己負担金が無料になります。

　国民健康保険加入の方で市外医療機関へ受診した時・社会保険等に加入の方は、乳
幼児医療費助成金請求書の提出が必要となります。

　今まで医療機関での証明が必要でしたが、18年４月診療から点数が記載してある領収書は、乳幼

児医療費助成金請求書に添付して請求することが出来るようになります。

　なお、点数の記載がない領収書の場合は、今までどおり医療機関の点数証明が必要となります。

乳幼児医療費助成金請求書の提出は今までどおり月単位での請求となります。

　‥‥乳幼児医療費助成制度とは‥‥
　　乳幼児の保険診療に係る医療費の保険適用の自己負担分を助成する制度です。
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◎問合せ先

公営企業部　下水道課

　下水道がつまったり、壊れないように使用するためには、トイレットペーパー以外の物はトイレに
流さないことなど、使用上のルールをしっかり守って使うことが必要です。
　昨年中は、市内で大量の油脂（動物性）が下水道に不法投棄され、その処理に大変な労力を費やし
ました。こうしたことが２度と起こらないよう、不法投棄をしないことはもちろん、そうした行為を
見かけましたら、早急に下記へ連絡をするなど地域住民の皆様のご協力をお願いいたします。

◆マンホールや公共ますのふたをむ

　やみに開けないで下さい。

◆ふたを開けて、ゴミや砂などを入

　れたりすると管渠（かんきょ）やポ

　ンプが詰まったりします。

また、ふたがあいたままになった

りして危険です。

◆トイレで使用する紙は、水洗トイ

　レ用のトイレットペーパーをご使

　用ください。また、脱脂綿、生理

　用品などを流すと詰まりの原因に

　なります。

◆ワリバシ、野菜くずなどは下水道

　に流さないで下さい。

◆ディスポーザー(台所のゴミを粉砕

　する器具)　は使用しないで下さい。

◆ガソリン、灯油、シンナーなどは

　絶対に下水道に流さないで下さい。

　これが気化しタバコの火などで爆

　発を起こし、大きな事故になった

　ことがあります。

■金融機関

○笛吹市指定金融機関（下記の本店および各支店）

・�山梨中央銀行　・�笛吹農業協同組合

・�フルーツ山梨農業協同組合

・�甲府信用金庫　・�山梨信用金庫

・�山梨県民信用組合　

○郵便局

　平成１８年度下水道事業受益者負担金賦課対象の皆さんには、２月の上旬に申告書をお送りします。

申告書には地目・面積などが記載されており、受益者負担金をお支払いただくための重要な資料とな

りますので、内容の確認と、注意事項（裏面）をお読みのうえ必ず申告（返送）してください。

　なお、申告書を返送されない場合でも条例施行規則により認定されると、賦課となります。

■提出締切：平成１８年３月３日（金）

■注意点
・申告書はその土地の所有者の人にお送りします。所有している土地について権利関係等がある場合は、
　申告書によって受益者を決定しますので、必ず申告書を提出してください。
・負担金の支払方法は、必ず明記してください。明記がない場合、支払方法は報奨金のつかない分割
　納付になります。
・支払を口座振替で希望する場合は下記の金融機関にて、同封の口座振替依頼書に記入の上手続きを
　お願いします。市税等を口座振替している方も手続きは必要です。

※不明な点がある場合には、各支所および下
　水道課総務担当まで連絡をお願いします。

●公営企業部�下水道課�0553−26−5547

　平成17年10月1日を基準日として実施された国勢調査へのご協力ありがとうございました。
　速報集計結果による笛吹市の人口は、71,190人で平成12年国勢調査（合併町村合計）の結
果と比べると755人（1.1%）、世帯数は24,781世帯で1,518世帯（6.5%）それぞれ増加しまし
た。
　一方、山梨県全体の人口は、884,531人で3,641人の減少となりました。
　速報結果の詳細は、次のとおりです。

平
成
17
年
国
勢
調
査
速
報
集
計
結
果

H12〜17増減率(%)

世帯数 1世帯当たり
の世帯人員

6.5

地
　
区
　
別

6.1

7.0

4.0

10.4

9.0

6.2

4.0

石和町

御坂町

一宮町

八代町

境川町

春日居町

27,502

12,073

10,959

8,564

4,682

7,410

13,252

5,828

5,251

4,163

2,286

3,443

14,250

6,245

5,708

4,401

2,396

3,967

10,879

3,817

3,435

2,552

1,443

2,655

2.53

3.16

3.19

3.36

3.24

2.79

513

6

△77

228

131

△46

622

249

133

240

119

155

1.9

0.0

△0.7

2.7

2.9

△0.6

※なお、この速報結果は、後日総務省統計局から公表される結果数値と異なる場合があります。

◎問合せ先　●秘書政策室　企画推進担当　055−262−4111（内線228・229）
◎問合せ先　●公営企業部　下水道課　0553−26−5547

総数 男 女 人口 世帯数 人口 世帯数

人　　口 世　　帯 H12〜17増減数

笛吹市 71,190 34,223 36,967 24,781 2.87 755 1,518 1.1

山梨県 884,531 433,519 451,012 321,173 2.75 △3,641 12,449 △0.4
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◎問合せ先

産業経済部　農政課

◎問合せ先

総務部　総務課

●産業経済部�農政課　振興担当　055－262－4111（内線233・234）

　去る平成17年10月12日「桃・ぶどう� 日本一の郷� 」を宣言しました笛吹市では、地域の農業環境を

守り、市の基幹産業である農業を更に振興していくため「農業振興地域の整備に関する法律」に基づき、

旧町村の農業振興計画を基本として市全体の「農業振興地域整備計画（案）」を策定し、現在県と協

議しております。

　この計画のなかで、農業振興を図っていく地域を農用地区域（農振青地）として設定していますが、

通常、この農用地区域は農業以外の目的で利用することはできません。

　よって、やむを得ず他の目的に利用する場合には、いわゆる農振法による農振除外の手続きを経て

県と協議し、県知事の同意が必要となり、その後、農地法による転用手続きにより県知事の許可が必

要となります。市では次により３月後半に、この農振除外の申出を受付ける予定ですので、ご承知く

ださい。

■申出書類の配布……平成１８年３月　１日（水）から　※土日祝日を除く
■申 出 受 付 期 間……平成１８年３月１５日（水）から３月３１日（金）まで　※土日祝日を除く
■配布・受付場所……市役所農政課、各支所・地域振興課

平成18年度の笛吹市の臨時職員を次のように募集します。

就労を希望される場合は、あらかじめ登録が必要です。

【登録の方法】
次の書類を、平成１8年2月１7日までに総務部総務課人事給与担当へ提出してください。
　①「笛吹市臨時職員登録カード」（様式は総務課人事給与担当に用意してあります）
　※笛吹市ホームページからもダウンロードできます。

　②履歴書(写真を必ず添付してください。)
　※健康診断書（採用内定者のみ提出してください。平成18年4月1日採用予定者には3月10日までに連絡します。）

【登録の資格要件】
① 登録時現在７０歳未満の心身ともに健康な方。
② 一般事務は、パソコン操作が可能な方。（文字入力、文書作成程度）
③ 保育士、看護師、調理員など一定の資格が必要な職種は、その資格をお持ちの方。
����（資格を称する書類の写しを添付してください。）

【待遇、勤務条件等】
① 募集職種と賃金（別添のとおり）
② 勤務時間　一部の職種や別に定める場合を除き、原則として
　　　　　　 週休日（土、日）、休日（祝日及び１２月２９日から
　　　　　　１月３日までの年末年始）以外の午前８時３０分
　　　　　　 から午後５時１５分まで。
③ 諸　手　当　通勤手当
④ 休　　暇　年次有給休暇、特別休暇
⑤ 各種保険　健康保険、厚生年金保険、雇用保険の加入
⑥ そ　の　他　｢笛吹市臨時職員取扱要綱｣基づき別に定めます。

【雇用の手続き】
　臨時職員を任用する必要が生じた場合、登録者の中から
　書類審査、面接審査により選考のうえ採用します。

【雇用期間】
　平成１8年４月１日以降（任用期間は、どの職種においても
　原則として6ヶ月以内とします。職種によっては登録期間内
　に継続任用される場合があります。）

【その他】
① 臨時職員として採用された場合の給与の支払は口座振替となり、
　 原則として毎月20日に指定口座(郵便局を除く)に振り込みます。
② この登録は笛吹市以外に就職したり、進学したりすることを拘束
　 するものではありません。

※ 平成18年4月1日以降に採用を希望する方は、随時受付をしております。
　 上記の方法により登録カードを提出してください。

※笛吹市臨時職員募集については市ホームページからもご覧になれます。

　笛吹市ホームページアドレス：http://www.city.fuefuki.yamanashi.jp/

●総務部�総務課　人事給与担当　055－262－4111（内線204・205）

一般事務� 6,400円

一般事務�(5時間/1日）� 4,000円

教師・学芸員� 9,000円

図書館司書� 6,800円

保育士・看護師�

7,700円

栄養士

介護福祉士

学童保育指導員
及び補助員

保健師� 9,000円

専門交通指導員�

6,200円

文化財関係�

調理員�

徴収員�

用務員�

募集職種 日額

　春日居あぐり情報ステーションで、パソコン講習会を開催します。今回は初心者講習、初級講習、
Word・Excel講習を下記の通り行います。多数のご参加をお待ちしています。

初心者講習（全２日）

日　程�Ａコース　２月１５日・１６日

� Ｂコース　２月２８日・３月２日

時間帯�午後1:00～4:00　３時間

定　員�２０人(定員になり次第締切ります)

対象者�初心者

内　容�マウスとキーボードの操作

� 文字入力の基本練習

持ち物�筆記用具

参加料�1,000円(テキスト・教材費)

初級講習（全２日）

日　程�Ａコース　２月２１日・２３日

� Ｂコース　３月７日・９日

時間帯�午後1:00～4:00　３時間

定　員�２０人(定員になり次第締切ります)

対象者�マウス・キーボードの操作が出来る方

内　容�Wordで簡単な案内文書の作成

持ち物�筆記用具

参加料�1,000円(テキスト・教材費)

Word・Excel講習（全４日）

日　程�� Ａコース　2月15日・16日・21日・23日

� Ｂコース　2月28日・3月2日・7日・9日

時間帯�午後7:30～9:30　２時間

定　員�� ２０人(定員になり次第締切ります)

対象者�� Word、Excelの操作が出来る方

内　容�ポスターの作成（wordグラフィック機能）

� スケジュール表の作成（Excel計算式）

持ち物�筆記用具

参加料�� 1,500円(テキスト・教材費)

●産業経済部�農政課　振興担当� 055－262－4111（内線233・234）
●春日居支所　地域振興課�� 0553－26－3111（代）

場　所��いずれのコースも、春日居あぐり情報
�� ステーションパソコンルームで行います。
�� 笛吹市春日居町寺本１５５－１

受　付��2月6日(月)午前9時より開始します

備　考��初心者講習と初級講習を合わせての
�� 連続受講もできます。

◎申し込み・問合せ先
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こ
ん
ど
う

こ
う
ど
う

ぼ
く
し
ょ

え
ん
ど
う

た
い
か
ん

つ
じ
く
に
お

み
す
き
ち

さ
つ
ま
び
わ

も
と
お
り

の
り
な
が

せ
い
ご
う

い
ち
ょ
う

れ
い
こ

つ
じ
ほ
じ
ゅ
ん

そ
ぞ
う そ

せ
き

ね
い
し

は
い
で
ん

ど
う
そ
じ
ん

ぶ
っ
し
ゃ
り

あ
ま
お
ち
み
ぞ

ぬ
の
め
が
わ
ら

み
な
み
つ
い
じ
あ
と

こ
う
う
ん

も
く
じ
き
び
ゃ
く
ど
う

じ
ぞ
う
ぼ
さ
つ

し
ん
ば
し
ら

ほ
う
き
じ

　
今
回
は
春
日
居
町
寺
本
地
区
を
紹
介

し
ま
す
。
寺
本
の
地
名
は
地
区
内
に
あ

る
古
代
寺
院
に
由
来
し
て
い
ま
す
。

　
寺
本
廃
寺
は
今
か
ら
約
１
３
０
０
年

前
に
造
ら
れ
た
山
梨
県
最
古
の
寺
院
で

す
。
大
き
さ
は
１
３
０
ⅿ
四
方
の
正
方

形
で
、
建
物
の
配
置
方
法
は
法
起
寺
式

で
す
。

　
寺
本
廃
寺
で
は
こ
れ
ま
で
３
回
の
発

掘
調
査
が
行
わ
れ
て
お
り
、
塔
、
金
堂
、

講
堂
等
の
建
物
跡
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

塔
は
仏
舎
利
等
を
納
め
た
建
物
で
す
。

平
面
規
模
は
一
辺
５
・
４
ⅿ
で
、
心
柱

を
支
え
て
い
た
礎
石
が
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
金
堂
は
仏
像
等
を
安
置
し
た
建
物

で
す
。
平
面
規
模
は
南
北
10
ⅿ
〜
12
ⅿ
、

東
西
18
ⅿ
以
上
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

講
堂
は
仏
教
行
事
を
行
う
建
物
で
す
。

雨
落
溝
と
礎
石
の
下
に
置
く
根
石
が
確

認
さ
れ
、
平
面
規
模
は
22
ⅿ
×
18
ⅿ
で

す
。

　
さ
ら
に
発
掘
調
査
中
に
は
布
目
瓦
・

墨
書
土
器
・
塑
像
仏
像
の
破
片
等
の
貴

重
な
資
料
が
出
土
し
ま
し
た
。
そ
れ
ら

は
寺
本
地
区
に
あ
る
春
日
居
郷
土
館
や

御
坂
町
成
田
地
区
に
あ
る
山
梨
県
立
博

物
館
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
寺
本
廃
寺
周
辺
か
ら
は
カ
マ
ド

の
煙
道
部
分
に
布
目
瓦
を
利
用
し
て
い

る
平
安
時
代
後
期
の
住
居
址
が
見
つ
か

っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
布
目
瓦
は
寺

本
廃
寺
の
建
物
の
屋
根
に
使
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
た
め
平
安
時
代
後
期
に

は
寺
は
す
た
れ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
そ
の
後
、
寺
本
廃
寺
跡
に
は
田
畑
や

住
居
等
が
造
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

１
７
１
２
年
に
は
講
堂
跡
の
北
側
に
山

王
神
社
が
造
ら
れ
ま
す
。
神
社
の
拝
殿

前
に
は
礎
石
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
神
社
北
側
に
あ
る
丸
石
道
祖
神
の
台

に
は
礎
石
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

寺
本
廃
寺
の
南
築
地
跡
︵
塀
の
跡
︶
は

道
路
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。
南
築
地

跡
の
東
側
に
は
寺
本
地
区
の
道
祖
神
場

が
あ
り
、
礎
石
が
２
個
置
か
れ
て
い
ま

す
。

　
こ
れ
ら
の
礎
石
は
寺
本
廃
寺
の
何

れ
か
の
建
物
の
柱
を
支
え
て
い
た
と

思
わ
れ
ま
す
。
寺
の
す
た
れ
た
後
に

礎
石
を
掘
り
出
し
、
利
用
し
た
の
で

し
ょ
う
。

　
さ
ら
に
、
寺
本
公
民
館
敷
地
内
に
は

木
造
地
蔵
菩
薩
立
像
が
ま
つ
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
仏
像
は
木
食
白
道
に
よ
り

１
８
０
０
年
前
後
に
造
ら
れ
ま
し
た
。

も
と
は
寺
本
山
高
雲
寺
に
ま
つ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
現
在
は
寺
本
地
区
の
人
た

ち
に
よ
り
毎
年
３
月
27
日
に
お
祭
り
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

笛
吹
市
教
育
委
員
会
　
社
会
教
育
課

て
ら
も
と

寺本地蔵菩薩立像寺本道祖神場（礎石）

丸石道祖神の台に転用されている礎石（山王神社）

こ
　
う

て
ん
も
く

だ
い
ち
ゅ
う
い
ん

せ
き
も
ん
し
ん
が
く

し
む
ら

ば
い
が
ん

も
り
か
め

　
守
瓶
﹁
春
十
首
和
歌
﹂
歌
稿

２
首
目
﹁
い
ざ
ゝ
ら
ば
﹂
に
宣
長
の
添

削
が
入
っ
て
い
る
。

県
立
文
学
館
蔵

　
　
邦
生︵
１
９
２
５
〜
１
９
９
９
︶は
、

﹁
背
教
者
ユ
リ
ア
ヌ
ス
﹂
﹁
春
の
戴
冠
﹂

﹁
西
行
花
伝
﹂
な
ど
の
名
作
を
世
に
送

り
出
し
た
小
説
家
で
す
。

　
邦
生
の
祖
先
は
、
春
日
居
町
国
府
で

代
々
　
保
順
病
院
を
経
営
す
る
医
家
で

し
た
が
、
邦
生
の
祖
父
直
記
歿
後
の
翌

１
９
０
７
年
に
起
き
た
笛
吹
川
の
大
洪

水
で
す
べ
て
を
失
い
、
祖
母
と
父
靖
剛

︵
三
壽
吉
︶
た
ち
は
東
京
に
移
り
住
み

ま
し
た
。
靖
剛
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、

薩
摩
琵
琶
の
奏
者
と
し
て
一
家
を
な
し

ま
す
が
、
長
男
で
あ
る
邦
生
は
父
の
故

郷
山
梨
へ
関
心
を
示
す
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
戦
中
戦
後
の
五
年
間
、

松
本
の
旧
制
高
校
に
在
学
し
、
春
・
夏

の
休
み
の
帰
省
の
た
め
汽
車
で
山
梨
を

通
っ
て
も
、
わ
ざ
わ
ざ
降
り
て
み
よ
う

と
い
う
思
い
は
起
こ
ら
な
か
っ
た
と
述

懐
し
て
い
ま
す
。

　
執
筆
に
追
わ
れ
続
け
て
い
た
１
９
８

１
年
の
冬
、
父
の
死
︵
享
年
89
歳
︶
と

い
う
突
然
の
出
来
事
に
遭
い
ま
す
。
そ

し
て
、
父
の
こ
と
を
深
く
理
解
し
よ
う

と
し
な
か
っ
た
後
悔
の
思
い
に
駆
ら
れ

て
い
き
ま
す
。
﹁
父
が
よ
く
話
し
た
甲

州
に
つ
い
て
、
納
得
ゆ
く
ま
で
調
べ
、

父
が
心
に
描
い
た
も
の
の
本
当
の
姿
を

私
も
じ
っ
く
り
眺
め
、
父
が
笑
っ
た
も

の
を
笑
い
、
泣
い
た
も
の
に
泣
こ
う
と

考
え
﹂
、
小
説
﹁
銀
杏
散
り
や
ま
ず
﹂

は
書
き
始
め
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
小
説
は
﹁
新
潮
﹂
１
９
８
２
年

２
月
号
か
ら
翌
年
12
月
号
ま
で
連
載
さ

れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
ま
で
の
よ
う
な
十

分
な
資
料
収
集
が
な
さ
れ
た
り
、
あ
る

い
は
緻
密
な
構
成
の
も
と
に
物
語
が
展

開
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
は
な
く
、
邦
生

の
妹
玉
井
禮
子
氏
や
、
又
従
兄
弟
で
甲

府
に
あ
る
　
保
順
医
院
九
代
目
院
長
の

　
守
昭
氏
に
よ
り
提
供
さ
れ
る
情
報
や

資
料
、
ま
た
実
際
に
作
者
自
身
が
山
梨

を
訪
れ
た
折
の
調
査
を
も
と
に
書
き
す

す
め
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　
現
在
、
春
日
居
町
国
府
の
大
中
院
に

は
　
家
先
祖
代
々
の
墓
所
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
墓
所
に
は
、
初
代
辻
保
順
守
瓶
の

墓
地
で
あ
る
こ
と
を
示
す
立
て
札
や
、

﹁
銀
杏
散
り
や
ま
ず
﹂
で
読
み
下
さ
れ

た
守
瓶
の
墓
誌
名
を
記
し
た
石
碑
が
建

て
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
墓
誌
銘
や
﹁
甲

斐
国
志
﹂
﹁
甲
斐
資
料
集
成
　
甲
州
儒

医
列
伝
﹂
な
ど
の
資
料
を
も
と
に
、﹁
銀

杏
散
り
や
ま
ず
﹂
で
守
瓶
の
生
涯
が
語

ら
れ
て
い
き
ま
す
。
守
瓶
は
、
１
７
５

０
︵
寛
延
３
︶
年
、
八
代
郡
末
木
村
に

志
邨
助
左
衛
門
の
次
男
と
し
て
生
れ
、

兄
は
石
門
心
学
︵
石
田
梅
巌
の
唱
道
す

る
儒
教
の
影
響
下
に
形
成
さ
れ
た
実
践

道
徳
学
︶
の
実
践
者
と
し
て
有
名
な
志

邨
天
目
で
す
。
１
７
７
３
︵
安
永
２
︶

年
、
高
室
昌
五
の
門
に
入
り
医
学
を
学

び
、
医
家
と
し
て
名
声
を
挙
げ
、
１
７

８
８
︵
天
明
８
︶
年
に
は
国
学
者
本
居

宣
長
の
門
に
入
り
ま
す
。
﹁
銀
杏
散
り

や
ま
ず
﹂
で
は
、
宣
長
が
守
瓶
に
宛
て

た
書
簡
か
ら
、
師
弟
の
交
流
に
想
像
を

め
ぐ
ら
せ
る
な
ど
、
祖
先
た
ち
の
生
活

に
し
だ
い
に
引
き
込
ま
れ
て
い
き
ま
す
。

　﹁
銀
杏
散
り
や
ま
ず
﹂
の
連
載
に
よ
り
、

　
邦
生
の
ま
な
ざ
し
は
山
梨
に
向
け
ら

れ
て
い
っ
た
の
で
す
。

大中院　　守瓶墓所

転用されている礎石（山王神社拝殿前）
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ゆ
う
・
ゆ
う
・
ゆ
う
春
日
居
子
育
て
ラ
ン
ド

◎
日
時
　
平
成
18
年
２
月
25
日︵
土
︶午
前
10
時
〜
12
時

◎
場
所
　
春
日
居
町
福
祉
会
館
　
２
階

◎
内
容
　
☆
親
子
あ
そ
び
、手
遊
び
、紙
芝
居

☆
お
し
ゃ
べ
り
タ
イ
ム

◎
対
象
　
０
才
児
〜
３
才
児
︵
未
就
園
児
︶
の
子

ど
も
と
保
護
者
　
20
組

◎
企
画
・
運
営
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人�

Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ�

Ｓ
ｐ
ａ
ｃ
ｅ�

ゆ
う
ゆ
う
ゆ
う

◎
申
込
み
先
　
つ
ど
い
の
広
場
ゆ
う
ゆ
う
ゆ
う

　
　
　
　
☎
０
５
５
︱
２
６
１
︱
０
２
１
８

又
は
、
☎
０
９
０
︱
１
６
６
８
︱
４
５
５
５

※
参
加
費
無
料
、定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

笛
吹
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
員
募
集

　
笛
吹
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
は
、
平
成
18
年

度
の
団
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
入
団
申
込
書
が
１
月
30
日
︵
月
︶
〜

２
月
３
日
︵
金
︶
の
間
に
各
保
育
所
・
園
、
小
中

学
校
よ
り
生
徒
・
児
童
・
園
児
に
配
布
さ
れ
ま

す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。
︵
町
に
よ
り
配
布
対

象
が
異
な
り
ま
す
︶

　
入
団
申
込
書
は
笛
吹
市
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
及
び
教
育
委
員
会
各
事
務
所
に
お
い

て
も
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
問
合
せ
先
　
単
位
団
代
表
者
︵
入
団
申
込
書
参

照
︶ま
た
は
笛
吹
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部

　
☎
０
５
５
︱
２
６
５
︱
４
８
５
３

﹁
小
中
学
校
児
童
生
徒
書
道
展
﹂開
催

　
笛
吹
市
石
和
町
内
の
小
中
学
生
の
児
童
生
徒

の
皆
さ
ん
の
書
道
展
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
お

父
さ
ん
お
母
さ
ん
を
は
じ
め
、
多
く
の
皆
さ
ん

の
ご
鑑
賞
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◎
日
時
　
平
成
18
年
２
月
14
日︵
火
︶〜
19
日︵
日
︶

◎
場
所
　
笛
吹
市
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
入
り
口

フ
ロ
ア
ー

秋山　　史／Vn

平井　亜希／Vn

田中　愛子／Va

浅川　岳史／Vc

横瀬　　晶／Pf

ピ
ア
ノ
と
弦
楽
四
重
奏
演
奏
会

山
梨
こ
と
ぶ
き
勧
学
院
学
生
募
集

　
人
生
80
年
時
代
の
高
齢
者
に
対
し
て
、
専
門

的
か
つ
継
続
的
な
生
涯
学
習
の
場
と
し
て
、
平

成
18
年
度
山
梨
こ
と
ぶ
き
勧
学
院
学
生
を
募
集

し
ま
す
。

◎
入
学
資
格
　
県
内
在
住
の
概
ね
60
歳
以
上
の

方
、
健
康
で
学
習
意
欲
が
あ
り
、
通
学
可
能

な
方
。

◎
修
業
年
限
　
２
年

◎
募
集
期
間
　
平
成
18
年
１
月
23
日
か
ら
３
月
16

日
の
間
。
た
だ
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す
。

　
募
集
要
項
及
び
入
学
願
書
は
笛
吹
市
教
育
委

員
会
各
事
務
所
、
社
会
教
育
課
に
も
あ
り
ま
す
。

◎
問
い
合
せ
、
入
学
願
書
の
受
付

峡
東
教
育
事
務
所

〒
４
０
４
︱
０
０
４
５

　
甲
州
市
塩
山
上
塩
後
１
２
３
９
︱
１

　
　
☎
０
５
５
３
︱
２
０
︱
２
７
３
１

◎
日
時
　
平
成
18
年
２
月
26
日︵
日
︶

　
午
後
１
時
30
分�

開
場
／
午
後
２
時�

開
演

◎
会
場
　
笛
吹
市
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー﹁
集
会
室
﹂

◎
曲
目
　﹁
Ｇ
線
上
の
ア
リ
ア
﹂
他

◎
入
場
無
料
　
入
場
整
理
券
は
、
県
民
文
化
ホ

ー
ル
、
県
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
、
ス
コ

レ
ー
セ
ン
タ
ー
ま
で

◎
問
合
せ
先
　
笛
吹
市
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
５
︱
２
６
３
︱
７
９
５
９

春
を
告
げ
る
盆
梅
展�

開
催

◆�

◇�

八
代
盆
梅
展�

◇�

◆

　
盆
栽
部
で
は
、
甲
州
野
梅
、
紅
梅
、
緋
梅
、

黄
梅
な
ど
出
品
さ
れ
色
と
り
ど
り
に
咲
き
ほ
こ

っ
た
盆
梅
展
を
開
催
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
市
内
の
愛
好
者
の

作
品
も
集
ま
り
ま
す
。

◎
日
時
　
平
成
18
年
２
月
10
日︵
金
︶〜
12
日︵
日
︶

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
ま
で

◎
会
場
　
笛
吹
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

︵
笛
吹
市
八
代
町
南
５
４
４
︶

◎
問
合
せ
先
　
教
育
委
員
会
八
代
事
務
所

　
☎
０
５
５
︱
２
６
５
︱
４
０
１
１

◆�

◇�

石
和
盆
梅
展�

◇�

◆

　
盆
栽
部
で
は
、
甲
州
野
梅
を
中
心
に
盆
梅
展

を
開
催
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
来
場
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

◎
日
時
　
平
成
18
年
２
月
10
日︵
金
︶〜
12
日︵
日
︶

◎
会
場
　
笛
吹
市
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
入
り
口

フ
ロ
ア
︱

◎
問
合
せ
先
　
教
育
委
員
会
石
和
事
務
所

第
２
回
笛
吹
市
い
ち
の
み
や

　
桃
の
里
マ
ラ
ソ
ン
大
会
参
加
者
募
集

　
笛
吹
市
で
は
、
本
年
も
﹁
笛
吹
市
桃
の
花
ま

つ
り
﹂
の
一
環
と
し
て
、
﹁
第
２
回
笛
吹
市
い
ち

の
み
や
桃
の
里
マ
ラ
ソ
ン
大
会
﹂
を
例
年
同
様

一
宮
町
内
の
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
に
お
い
て
４
月

９
日
︵
日
︶
に
開
催
し
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◎
部
門
　
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
一
般
男
女
中
学
生

以
上
、
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
壮
年
男
女
40
歳
以
上
、

10
㎞
一
般
男
女
中
学
生
以
上
、
10
㎞
壮
年
男

女
40
歳
以
上
、
親
子
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
３
・
５
㎞

︵
親
子
ま
た
は
40
歳
以
上
の
保
護
責
任
者
と
小

学
生
の
ペ
ア
︶
の
９
種
目

◎
募
集
定
員
　
先
着
４
０
０
０
名
︵
定
員
に
な

り
次
第
締
切
り
︶

◎
参
加
料
　
一
般�

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯�

３
０
０
０
円

　
　
　
　
　
中
・
高
校
生�

⋯
⋯
⋯�

２
０
０
０
円

　
　
　
　
　
親
子
・
フ
ァ
ミ
リ�

ー�

４
０
０
０
円

◎
申
込
み

︵
Ａ
︶
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
携
帯
サ
イ
ト
・
電
話

︵
コ
ン
ビ
ニ
払
込
み
も
し
く
は
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
で
参
加
料
支
払
い
︶

︵
Ｂ
︶
郵
便
局
︵
所
定
の
郵
便
振
替
用
紙
で
参

加
料
支
払
い
︶

※
︵
Ａ
︶
︵
Ｂ
︶
ど
ち
ら
か
の
方
法
で
、

大
会
エ
ン
ト
リ
ー
セ
ン
タ
ー
に
直
接

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◎
締
切
り
　
２
月
28
日︵
火
︶必
着

◎
問
合
せ
先
　

　
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
内

　
　
　
　
　
　
　
マ
ラ
ソ
ン
大
会
実
行
委
員
会

　
☎
０
５
５
︱
２
６
５
︱
４
８
５
３

※
募
集
要
項
は
、
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ま

た
は
各
教
育
事
務
所
に
あ
り
ま
す
。

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
の
会
員
募
集

　
楽
し
い
キ
ャ
ン
プ
な
ど
の
野
外
活
動
、
世
界

の
平
和
を
願
う
募
金
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
、
仲
間
と
集
い
語
り
合
う
ギ
ャ
ザ
リ
ン
グ
な
ど

幅
広
い
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
体

験
を
通
し
て
友
達
の
輪
を
広
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

中
学
、高
校
で
は
海
外
で
の
活
動
も
あ
り
ま
す
。

◎
活
動
場
所
　
笛
吹
市
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

◎
活
動
日
時
　
日
曜
日
の
午
前
９
時
30
分
〜
11

時
30
分
︵
月
に
２
回
程
度
︶

◎
問
合
せ
先
　

・
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
山
梨
県
支
部

☎
０
５
５
︱
２
２
８
︱
２
０
１
９

　
︵
火
、
金
、
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分
︶

・
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
第
19
団

ͅ
０
５
５
︱
２
６
２
︱
０
６
７
０

k
k
s
1
2
0
1
@
d
d
.m

b
n
.o
r
.jp

—�ガールスカウトって何するの?�— 出会いわくわくコンサート“広げよう音楽の輪”

山梨にゆかりのある新進演奏家によるコンサート
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笛吹市八代図書館

笛吹市境川図書室

笛吹市春日居ふるさと図書館

※おはなし会などくわしくは各図書館のチラシをご覧ください。

※図書館のおはなし会は、子どもたちだけでなく、
敬老会・公民館・まつり・老人ホーム・デイサービ
ス施設・病院等に出向き、年配者の方々にもサー
ビスをさせていただいています。ご要望があれ
ば随時出前おはなし会を行っていますので、下
記にお問合せください

※個人的に朗読サービスをお受けになりたい方は、
ご相談ください。

■問合せ先　石和図書館　055-262-5959（担当�雨宮）

笛吹市石和図書館

●2月9・23日（木）午前11時から11時30分 ●2月11日（土）午後1時30分から

石和図書館は平日（火～金曜日）毎日夜９時まで開館しています。
家族揃ってお出かけください。お待ちしています。

●2月4日（土）午後2時から
　（毎週土曜日、随時おはなし会を予定しています）

●2月7・21日（火）午前10時30分から

●2月25日（土）午前10時30分から

●2月11日（土）午前10時30分から

●2月4日（土）・11日（土）・18日（土）・25日（土）����������
　午前の部11時～11時30分
　午後の部��2時～��2時30分　毎週土曜日2回開催

●2月2・16日（木）午前10時30分から

笛吹市御坂図書館

●2月14・21日（火）午前11時～11時30分
（この日以外にも要望があれば本の読み聞かせをします）

●2月4日（土）午後2時から

笛吹市一宮図書館

●2月1日（水）
（あんよ）午前10時15分～10時45分（1歳6カ月児～3歳児）
（だっこ）午前11時～11時30分（0歳児～1歳5カ月児）

●2月19日（日）午後1時30分から

●2月4日（土）午後2時から3時30分
　定　員：15人　申込締切：2月2日（木）
　申込先：一宮図書館�

●2月4日（土）・18日（土）午前11時から11時45分

●2月25日（土）開場午後1時　開演午後1時30分�����������
　会　場:いちのみや桃の里ふれあい文化館　多目的ホール
　入場料:無料

●2月18日（土）午後1時30分������
　対　象：小学生
　申込締切：2月15日（水）

●2月3・10・17日（金）3月3・10日（金）午前10時から12時
　講　師:斉藤順子氏��会　場:視聴覚室��定　員:15人
　申込締切:2月2日（木）　申込先:一宮図書館

●2月8・15・22日（水）3月8・15日（水）午後1時30分から3時
　講　師:望月健男氏��会　場:視聴覚室��定　員:15人
　申込締切:2月7日（火）　申込先:一宮図書館

2月の図書館休館日



KOHO�FUEFUKI 広報ふえふき　2006.2�No17

29 28

※金額は税抜き価格です。

件　　　名 場　所 予定価格（円） 決定額（円） 決定業者 入札日

みさかの湯　公共下水道接続工事 御坂町成田 7,500,000 7,200,000 平成17年12月7日㈲タナカ設備

境川町小山 7,200,000 7,120,000 〃初鹿工業㈱

一宮町南野呂 7,400,000 7,150,000 〃武藤工業㈱

境川町寺尾地区耐震性貯水槽設置工事 境川町寺尾 5,800,000 5,650,000 〃信玄土木㈱

御坂町尾山地区耐震性貯水槽設置工事 御坂町尾山 6,000,000 5,840,000 〃㈱日工建設

一宮町東新居地区耐震性貯水槽設置工事 一宮町東新居 7,400,000 7,150,000 〃武藤工業㈱

尾山公園下線農道改良工事 御坂町尾山 10,000,000 9,790,000 〃㈱日工建設

栗合・夏目原農道改良工事 御坂町栗合・夏目原 12,500,000 12,090,000 〃㈱古屋工業

一宮町南部簡水配水管布設替え工事（1工区） 一宮町末木 8,700,000 8,420,000 〃古屋設備

一宮町北部簡水配水管布設工事（5工区） 一宮町下矢作 16,200,000 15,700,000 〃㈲ツチヤ設備

都市計画道路石和駅前松本線（2工区）歩道工事 石和町松本 20,000,000 19,580,000 〃㈱須田組

笛吹市消防団八代分団第5部　拠点施設新設工事 八代町増利 15,270,000 14,810,000 〃㈲相川工務店

笛吹市道石和414号線舗装工事 石和町河内 4,000,000 3,800,000 〃中央舗道建設㈲

笛吹市道石和360号線舗装工事 石和町向田 5,700,000 5,550,000 〃昭和建設㈱

笛吹市道石和117号線舗装工事 石和町四日市場 10,000,000 8,500,000 〃朝日建設㈱

笛吹市道石和403号線舗装工事 石和町井戸・東油川 10,000,000 9,700,000 〃㈱早野組

北都塚西河原水路改修工事 一宮町北都塚 1,360,000 1,320,000 〃㈲小越建設

小松川根継工事 石和町八田 3,550,000 3,440,000 〃㈲小越建設

市道春日居3-275号線改修工事 春日居町鎮目 4,800,000 4,650,000 ㈲土屋工業

下平井地内水路改修工事 石和町下平井 6,570,000 6,400,000

〃

㈱岡工務所

狐新居農道改良工事 一宮町狐新居 6,700,000 6,500,000

〃

㈲笛南興業

下水道管渠布設工事第57工区（石和） 石和町市部 3,600,000 3,490,000

〃

㈲小越建設

下水道管渠布設工事第27工区（八代） 八代町高家・竹居 6,080,0006,200,000

平成17年12月20日

㈱拓甲建設��笛吹営業所

御坂町栗合地内配水管布設替工事 御坂町栗合 2,400,000 2,330,000 ㈲浅川住宅設備 平成17年12月8日

御坂町地内博物館南配水管布設工事 御坂町成田 4,900,000 4,750,000 ㈲松山興業 〃

公共下水道整備に伴う導・配水管布設工事 御坂町二之宮 5,200,000 5,000,000 協和住建㈱ 〃

笛吹市道八代615号線拡幅改良工事 八代町永井 6,560,0006,700,000

〃

㈱拓甲建設��笛吹営業所

市道石和275号線改良工事（2工区） 石和町東高橋 17,000,00017,500,000

〃

㈱芦沢組土木

市道石和95号線改修工事 石和町川中島 16,500,00017,000,000

〃

㈱前島建設

下水道管渠布設工事第58工区（境川） 境川町大坪 11,800,00012,200,000

〃

㈱上組

管渠実施設計委託6工区（石和） 石和町川中島 10,200,00011,000,000

〃

㈱サンポー

ファイルアクセス管理ソフトウェアライセンス購入 石和町市部 2,049,9803,000,000

〃

㈱YSK�e-com

（仮称）近津用水公園内電気設備工事 石和町川中島 5,190,0005,400,000

〃

㈲エルテック

都市計画道路石和駅前松本線（1工区）照明灯工事 石和町松本 5,580,0005,800,000

〃

㈱小山電気

下水道関連山梨岡神社前配水管布設替工事 春日居町鎮目 5,380,0005,550,000

〃

㈲石倉興業

下水道管渠布設工事　第56工区（一宮） 一宮町末木 3,800,000 3,700,000

〃

㈲笛南興業

　行政相談委員は地域での皆さんの身近な相談相手と
して、行政サービスに関する相談や行政の仕組みや手
続に関する相談を受け付け、相談者への助言や関係行
政機関への通知などの仕事を無報酬で行っています。
　お気軽にお電話等でお問い合わせください。 原田　好文 春日居町下岩下 0553−26−2300

宮川　　洋 境川町石橋 055−266−2120

矢　　忠義 八代町永井 055−265−2092

原田　正明 一宮町国分 0553−47−1877

長沼　佳子 御坂町井之上 055−262−6183

長澤　宏昌 石和町市部 055−262−2846行
政
相
談
委
員

氏　　名 住　　所 電話番号

（敬称略）

国府地内配水管布設替工事 春日居町国府 6,000,000 5,820,000

〃

㈲佐野緑化土木 〃

小山地内水路改修工事

南野呂農道改良工事（貫位地区）

笛吹警察署
日下部警察署

055−262−0110
0553−22−0110
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甲
府
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、毎
月
社
会

保
険
相
談
所
を
開
設
し
、健
康
保
険
に
関
す

る
簡
単
な
事
務
処
理
や
相
談
業
務
、ま
た
厚

生
年
金
保
険
並
び
に
国
民
年
金
に
関
す
る

各
種
相
談
や
受
付
を
行
い
、事
業
主
や
被
保

険
者
の
方
々
に
便
宜
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

　
相
談
内
容
は
固
く
厳
守
さ
れ
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
日
　
時

　
平
成
18
年
２
月
21
日
（
火
）

　
午
前
９
時
30
分
〜
12
時

　
午
後
１
時
〜
４
時

■
場
　
所

　
笛
吹
市
商
工
会
本
所

■
問
合
せ
先

　
甲
府
社
会
保
険
事
務
所

☎
０
５
５
―
２
５
２
―
１
４
３
１

　
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館
で
は
、
学
芸
員

を
募
集
い
た
し
ま
す
。

■
採
用
人
数
…
…
学
芸
員
１
人

■
採
用
予
定
日
…
平
成
18
年
４
月
１
日

■
職
務
内
容
…
…
博
物
館
で
専
門
業
務
に
従
事

■
応
募
資
格

採
用
時
に
満
35
歳
未
満
で
、博
物
館
法

に
よ
る
学
芸
員
の
資
格
を
有
す
る
者

■
提
出
書
類

履
歴
書
、卒
業
証
明
書
、研
究
業
績
調
書
、主

要
な
論
文
の
要
約
（
主
要
な
業
績
の
原
本

又
は
そ
の
写
し
・
採
用
さ
れ
た
場
合
の
抱
負
）

■
提
出
方
法

封
筒
の
表
に「
学
芸
員
採
用
申
込
書
在
中
」と
朱
書

し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
応
募
書
類
の
返
却
を
希

望
す
る
場
合
は
、必
ず
返
信
用
切
手
を
貼
り
、返
信

先
を
記
載
し
た
封
筒
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
限

平
成
18
年
２
月
20
日（
月
）※
郵
送
の
場
合
２
／
20
必
着

■
提
出
・
問
合
せ
先

　
〒
４
０
５
―
０
０
５
４

　
笛
吹
市
一
宮
町
千
米
寺
７
６
４

　
　
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館

　
☎
０
５
５
３
―
４
７
―
３
３
３
３

※
火
曜
日
は
休
館
日
で
す
。

　
市
で
は
、親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク
教
室
を
開
催
い
た

し
ま
す
。リ
ト
ミ
ッ
ク
と
は
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て

身
体
を
動
か
す
こ
と
で
す
。多
数
の
皆
さ
ん
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
の
で
、親
子
で
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時

　
平
成
18
年
２
月
21
日
（
火
）

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■
場
所
…
…
春
日
居
児
童
セ
ン
タ
ー
　
遊
戯
室

■
対
象
者
…
１
歳
６
カ
月
〜
３
歳
未
満

　
　
　
　
　
の
幼
児
と
そ
の
親

■
定
員
…
30
組

■
持
ち
物

な
わ
と
び
、バ
ス
タ
オ
ル
、着
替
え
、飲
み
物（
動

き
終
わ
っ
た
後
の
水
分
補
給
の
為
に
お
茶
な

ど
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。）

■
服
装

　
動
き
や
す
く
汗
を
吸
収
し
や
す
い
も
の

■
申
込
方
法
…
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間

　
２
月
６
日（
月
）か
ら
定
員
に
な
り
次
第
締
め
き
り

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
春
日
居
支
所
健
康
福
祉
課

　
☎
０
５
５
３
―
２
６
―
３
１
１
１

（
内
線
１
２
２
・
５
８
８
）

【
ホ
ー
ム
ヨ
ー
ガ
教
室
】

■
日
時

平
成
18
年
２
月
21
日（
火
）・
28
日（
火
）・

３
月
７
日（
火
）

　
午
後
８
時
〜
９
時
30
分

■
場
所

　
笛
吹
市
働
く
婦
人
の
家

■
定
員

　
30
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

■
受
講
料

　
無
料

■
持
ち
物

大
き
め
の
バ
ス
タ
オ
ル

（
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
が
あ
る
方
は
お
持
ち

く
だ
さ
い
）

■
申
込
期
間

　
平
成
18
年
２
月
６
日
（
月
）
〜

　
平
成
18
年
２
月
20
日
（
月
）

【
パ
ン
づ
く
り
体
験
教
室
】

■
日
時

　
平
成
18
年
３
月
12
日
（
日
）

　
午
前
８
時
30
分
（
集
合
・
出
発
）

■
集
合
場
所

　
笛
吹
市
働
く
婦
人
の
家

■
研
修
場
所

　
北
杜
市
須
玉
町

　「
お
い
し
い
学
校
」

■
定
員

　
25
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

■
参
加
費

　
１
人
３
０
０
０
円

（
参
加
費
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
）

■
申
込
期
間

　
平
成
18
年
２
月
10
日
（
金
）
〜

　
平
成
18
年
２
月
28
日
（
火
）

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
働
く
婦
人
の
家

　
☎
０
５
５
―
２
６
５
―
４
５
９
６

　
八
代
支
所
地
域
振
興
課

　
☎
０
５
５
―
２
６
５
―
２
１
１
１

　
自
宅
学
習
と
ス
ク
ー
リ
ン
グ
で
高
校

を
卒
業
で
き
る
の
が
通
信
制
高
校
で
す
。

勉
強
す
る
内
容
は
全
日
制
・
定
時
制
と

同
じ
で
す
。
卒
業
を
目
的
に
入
学
す
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
特
定
の
科

目
だ
け
勉
強
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

■
募
集
人
員
…
普
通
科
１
０
０
人

■
募
集
要
項
・
出
願
書
類
の
配
布

　
中
央
高
校
事
務
室
で
配
布
し
ま
す

■
募
集
期
間

　
平
成
18
年
３
月
１
日
（
水
）
〜

　
平
成
18
年
３
月
31
日
（
金
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
出
願
資
格

・
中
学
校
を
卒
業
し
た
方
（
卒
業
見
込

み
も
含
む
）

・
高
等
学
校
へ
の
再
入
学
を
希
望
す
る
方

・
年
齢
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
県
内

在
住
の
方
に
限
り
ま
す

■
経
費

・
１
年
間
（
入
学
年
次
）
に
必
要
な
学

費
（
入
学
金
・
授
業
料
・
教
科
書
代

等
）
は
約
３
万
円
で
す
。

・
就
職
し
て
い
る
方
に
は
教
科
書
が
無
償

で
給
与
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

■
そ
の
他

・
３
年
間
で
卒
業
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

・
甲
府
看
護
専
門
学
校
の
准
看
護
学
科

に
入
学
し
た
生
徒
を
対
象
に
し
た
「
衛

生
看
護
科
」
も
あ
り
ま
す
。

■
出
願
・
問
合
せ
先

　
甲
府
市
飯
田
５
―
６
―
２
３

　
山
梨
県
立
中
央
高
等
学
校
通
信
制

　
☎
０
５
５
―
２
２
６
―
４
４
１
１

　
一
宮
町
仏
教
会
で
は
、
新
春
寄
席
を
開

催
い
た
し
ま
す
。
笑
い
は
病
気
に
対
す
る

免
疫
力
を
上
げ
る
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　
平
成
18
年
２
月
５
日
（
日
）

　
午
後
６
時
30
分
開
演

　（
午
後
６
時
開
場
）

■
場
所

　
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ
い
文
化
館

■
入
場
料
…
無
料

■
出
演
者

春
風
亭
昇
乃
進
、
三
笑
亭
恋
生
、
神
田

京
子
さ
ん
に
よ
る
古
典
落
語
と
講
談

■
問
合
せ
先

　
宝
樹
院
　
寿
　
眞
人
さ
ん

　
☎
０
５
５
３
―
４
７
―
１
５
９
１

　
関
東
農
政
局
山
梨
農
政
事
務
所
で
は
、

食
品
の
安
全
性
、
表
示
及
び
規
格
、
価
格

動
向
、
食
生
活
な
ど
食
に
関
し
て
、
広
く

消
費
者
の
皆
様
か
ら
、ご
意
見
、ご
要
望
、

情
報
を
お
寄
せ
い
た
だ
く
た
め
、
食
料

品
消
費
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

■
募
集
予
定
人
数
…
15
人

■
応
募
資
格

・
平
成
18
年
４
月
１
日
現
在
で
20
歳
以

上
の
方

・
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
議
員
又
は

職
員
で
な
い
方

・
平
成
18
年
度
中
に
他
の
食
生
活
関
係

モ
ニ
タ
ー
に
就
く
予
定
の
な
い
方

■
任
期

依
頼
の
日
か
ら
平
成
19
年
３
月
31
日
ま
で

■
応
募
方
法

は
が
き
、
封
書
又
は
メ
ー
ル
で
、
郵
便

番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
（
平
成
18
年

４
月
１
日
現
在
）
、
性
別
、
職
業
、
電
話

番
号
、簡
単
な
動
機
を
ご
記
入
の
う
え
、

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

■
応
募
期
限

　
平
成
18
年
２
月
28
日（
火
）

　（
当
日
消
印
有
効
）

■
応
募
・
問
合
せ
先

　
〒
４
０
０
―
０
０
３
１

　
甲
府
市
丸
の
内
３
―
５
―
９

　
関
東
農
政
局
山
梨
農
政
事
務
所

　
　
消
費
生
活
課

☎
０
５
５
―
２
２
６
―
６
６
１
３

m
o

n
ito

r_sh
o

u
sei@

k
an

to
.m

aff.g
o

.jp
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12
月
７
日
、
御
坂
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
で
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者
を

対
象
と
し
た
﹁
ク
リ
ス
マ
ス
会
﹂
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
市
内
か
ら
約
30
組
の
親
子
が

参
加
。
ク
リ
ス
マ
ス
の
帽
子
・
リ
ー
ス

作
り
、
バ
ル
ー
ン
遊
び
な
ど
を
親
子
で

楽
し
み
ま
し
た
。

クリスマスリースを作る参加者

　
12
月
10
日
、
い
け
ば
な
小
原
流
教
室

が
笛
吹
市
ス
コ
レ
ー
パ
リ
オ
で
開
か
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
教
室
は
︵
財
︶
伝
統
文
化
活
性

化
国
民
協
会
が
子
ど
も
た
ち
に
伝
統
的

な
文
化
を
体
験
習
得
さ
せ
る
機
会
を
提

供
す
る
﹁
伝
統
文
化
こ
ど
も
教
室
﹂
の

一
つ
で
す
。
市
内
の
小
学
生
約
30
人
が

﹁
小
原
流
﹂
の
い
け
ば
な
を
全
12
回
の

教
室
で
学
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
日
は
ク

リ
ス
マ
ス
を
テ
ー
マ
に
い
け
ば
な
と
ク

リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
を
組
み
合
わ
せ
た
作

品
を
作
り
ま
し
た
。

クリスマスリースを作る小学生

　
12
月
３
日
、
４
日
の
２
日
間
に
渡
り
、
師
走
の
甲
斐
路
を
駆
け
巡
っ
た
第
42
回
山

梨
県
一
周
駅
伝
競
走
大
会
で
、
笛
吹
市
Ａ
チ
ー
ム
が
９
時
間
25
分
50
秒
の
タ
イ
ム
で

見
事
第
２
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。
笛
吹
市
は
Ａ
、
Ｂ
２
チ
ー
ム
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、

Ｂ
チ
ー
ム
は
10
時
間
９
分
13
秒
で
13
位
で
し
た
。

　
我
が
笛
吹
市
チ
ー
ム
は
、
昨
年
東
八
代
と
し
て
優
勝
し
て
お
り
、
連
覇
が
か
か
っ

た
今
大
会
は
、
新
た
に
春
日
居
町
の
選
手
も
加
わ
る
な
ど
実
力
者
が
そ
ろ
い
、
前
評

判
も
高
く
優
勝
候
補
の
筆
頭
に
も
上
げ
ら
れ
、
ラ
イ
バ
ル
で
あ
る
南
ア
ル
プ
ス
や
、

甲
州
市
、
甲
斐
市
、
北
杜
市
な
ど
か
ら
マ
ー
ク
さ
れ
る
存
在
で
し
た
の
で
、
選
手
や

市
陸
上
競
技
協
会
関
係
者
は
相
当
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
あ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
結

果
は
、
ラ
イ
バ
ル
南
ア
ル
プ
ス
Ａ
に
は
惜
し
く
も
及
ば
な
か
っ
た
も
の
の
、
岩
澤
優

治
選
手
並
び
に
内
藤
浩
之
選
手
は
２
日
間
と
も
区
間
賞
を
獲
得
す
る
な
ど
、
す
ば
ら

し
い
成
績
で
し
た
。
選
手
並
び
に
市
陸
上
競
技
協
会
並
び
に
関
係
者
の
み
な
さ
ん
本

当
に
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
ま
た
来
年
の
検
討
を
期
待
し
ま
す
。

第5中継所での笛吹Aチーム（山梨日日新聞社提供）

■
日
時

　
平
成
18
年
３
月
７
日
︵
火
︶
午
後
１
時
30
分

■
場
所
⋯
⋯
八
代
総
合
会
館

　
近
年
、
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
が
急
増
し

て
い
ま
す
。こ
の
た
め
、住
宅
防
火
安
全
対
策

と
し
て
消
防
法
が
改
正
さ
れ
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
設
置
が
義
務
化
さ
れ
ま
す
。

■
新
築
住
宅

平
成
18
年
６
月
１
日
以
降
の
新
築
住

宅
に
適
用
さ
れ
ま
す

■
既
存
住
宅

平
成
23
年
６
月
１
日
ま
で
に
設
置
が

義
務
づ
け
ら
れ
ま
す

◎
﹁
寝
室
﹂
と
﹁
階
段
﹂
は
、
必
ず
設

置
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◎
台
所
や
そ
の
他
の
部
屋
に
は
、
設
置

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

設
置
を
お
勧
め
し
ま
す
。

※
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
消
防
署
や
職
員
が

販
売
し
た
り
、
ま
た
は
、
販
売
を
業
者
に
委

託
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、悪
質
な

訪
問
販
売
等
に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
県
で
は
、
い
つ
で
も
簡
単
に
子
育
て

等
の
情
報
が
得
ら
れ
る
電
話
自
動
応
対

シ
ス
テ
ム
﹁
安
心
子
育
て
テ
レ
フ
ォ
ン
﹂

を
設
置
し
ま
し
た
。
必
要
な
時
に
必
要

な
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
子

育
て
等
の
悩
み
や
不
安
を
解
消
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
電
話
番
号

☎
０
５
５
︱
２
５
２
︱
０
１
９
２

■
情
報
内
容

・
お
母
さ
ん
編

・
赤
ち
ゃ
ん
編

・
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
操
作
方
法

音
声
に
よ
る
案
内
に
従
っ
て
操
作
し

て
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

利
用
料
は
無
料
で
す
が
、
通
話
料
は

利
用
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

　
総
務
省
で
は
、
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス

に
関
す
る
ご
意
見
や
ご
要
望
を
聞
か
せ

て
い
た
だ
く
た
め
、
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

い
た
し
ま
す
。

■
応
募
資
格

電
話
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
電
気

通
信
サ
ー
ビ
ス
に
興
味
が
あ
る
20
歳

以
上
の
方

■
活
動
内
容

年
２
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
及
び
年

１
回
の
会
議
へ
の
出
席

■
任
期

　
４
月
１
日
か
ら
１
年
間

■
応
募
方
法

平
成
18
年
２
月
20
日
ま
で
に
、
は
が

き
又
は
封
書
で
、
郵
便
番
号
・
住
所
・

氏
名
︵
ふ
り
が
な
︶
・
電
話
番
号
・

年
齢
・
性
別
・
職
業
・
応
募
の
動
機
・

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
︵
お
持
ち
の
方
の

み
︶
を
記
入
し
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

■
郵
送
・
問
合
せ
先

　
〒
１
０
０
︱
８
７
９
５

　
千
代
田
区
丸
の
内
１
︱
６
︱
１

　
関
東
総
合
通
信
局
　
電
気
通
信
事
業
課

☎
０
３
︱
５
２
２
０
︱
５
４
０
６

善
意
の
ご
寄
付

︵
社
︶山
梨
法
人
会
笛
吹
東
支
部
　
様

︵
山
梨
市
︶

カ
モ
シ
タ
メ
ガ
ネ
時
計
店

　
　
　
　
　
　
　
鴨
下
　
進
　
様

︵
石
和
町
市
部
︶

　
風
間
　
貞
子
　
様

　
︵
御
坂
町
金
川
原
︶

︵
株
︶セ
ル
バ

︵
富
士
吉
田
市
︶

い
　
く
　
じ
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12
月
17
日
、
笛
吹
市
ス
コ
レ
ー
セ
ン

タ
ー
で
山
梨
英
和
高
等
学
校
の
聖
歌
隊

に
よ
る
﹁
ハ
ン
ド
ベ
ル
・
ク
リ
ス
マ
ス
・

コ
ン
サ
ー
ト
﹂
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
聖
歌
隊
は
﹁
く
る
み
割
り
人
形
﹂
﹁
主

よ
、
人
の
望
み
の
喜
び
よ
﹂
な
ど
の
演

奏
の
ほ
か
、
合
唱
も
披
露
。
清
ら
か
な

音
色
や
、
美
し
い
歌
声
に
皆
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。
﹁
翼
を
く
だ
さ
い
﹂
で

は
、
来
場
者
も
演
奏
に
合
わ
せ
て
合
唱

を
楽
し
み
ま
し
た
。

ハンドベルを演奏する山梨英和高等学校聖歌隊

　
平
成
18
年
１
月
７
日
、
笛
吹
市
消
防

団
出
初
式
が
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ス
ポ

ー
ツ
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
に
は
、
１
７
５
６
人
の
団
員
の

う
ち
、
齊
藤
団
長
以
下
各
分
団
の
部
長

な
ど
約
７
０
０
人
が
参
加
。
堂
々
た
る

入
場
行
進
の
あ
と
人
員
報
告
や
団
長
訓

示
、
消
防
団
員
な
ど
消
防
活
動
に
功
績

の
あ
っ
た
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
石
和
分
団
に
よ
る
ポ
ン
プ
車
操

法
と
八
代
分
団
に
よ
る
小
型
ポ
ン
プ
操

法
が
披
露
さ
れ
、
参
加
者
か
ら
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

石和分団によるポンプ操法

文部科学大臣奨励賞を受賞した数野さん（石和中学校）

　
１
月
１
日
、
八
代
弓
道
場
で
新
年
初

射
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
初
射
会
は
八
代
町
弓
道
部
の
恒
例
行

事
で
毎
年
元
日
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の

で
、
参
加
者
は
新
年
の
初
射
ち
を
行
い

ま
し
た
。

︻
一
般
の
部
︼

　
優
　
勝
　
山
梨
園
芸
高
校
Ａ

　
準
優
勝
　
な
ん
で
元
旦
な
ん
で
す
か
？

　
３
　
位
　
ス
ネ
ー
ク
＆
ド
ラ
ゴ
ン

︻
小
学
生
男
子
の
部
︼

　
優
　
勝
　
大
国
陸
上
Ａ

　
準
優
勝
　
チ
ビ
ッ
コ
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

　
３
　
位
　
大
国
陸
上
Ｂ

︻
小
学
生
女
子
の
部
︼

　
優
　
勝
　
一
宮
陸
上
ス
ポ
少
Ａ

　
準
優
勝
　
ド
ラ
エ
モ
ン

　
３
　
位
　
一
宮
陸
上
ス
ポ
少
Ｂ

　
１
月
１
日
、
第
15
回
い
ち
の
み
や
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
駅
伝
大
会
が
、
森
林
公
園

金
川
の
森
を
会
場
と
す
る
特
設
周
回
コ
ー
ス
︵
１
区
間
１.

８
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
︶
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
駅
伝
の
普
及
や
体
力
の
向
上
な
ど
を
目
的
に
毎
年
行
わ
れ
て
い
る

も
の
で
、
今
年
は
笛
吹
市
内
外
か
ら
一
般
の
部
に
23
チ
ー
ム
、
小
学
生
男
子
の
部
に

10
チ
ー
ム
、
小
学
生
女
子
の
部
に
４
チ
ー
ム
の
計
37
チ
ー
ム
が
参
加
。
参
加
し
た
ラ

ン
ナ
ー
は
平
成
18
年
の
走
り
始
め
を
し
て
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

　
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。︵
敬
称
略
︶

　
12
月
17
日
、
境
川
総
合
会
館
で
第
９
回
俳
句
の
里
さ
か
い
が
わ
小
学
生
・
中
学
生

俳
句
会
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
で
第
９
回
を
数
え
る
こ
の
俳
句
会
に
は
北
は
青
森
県
、
南
は
沖
縄
県
の
小
中

学
生
１
万
２
９
９
８
人
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
中
学
生
の
部
で
は
石
和
中
学
校
の

数
野
恵
真
さ
ん
が
﹁
夕
焼
け
が
大
き
な
空
を
つ
つ
み
こ
む
﹂
の
句
で
最
高
賞
の
文
部

科
学
大
臣
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。 初射ちを行う参加者

襷を渡すちびっこランナー

■
優
秀
作
品
　
選
者
　
廣
瀬
直
人︵﹁
白
露
﹂主
宰
︶

※
敬
称
略
　

小
学
生
の
部

◆
文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞

　﹁
赤
と
ん
ぼ
そ
ら
が
も
え
る
と
と
ん
で
く
る
﹂

　
石
原�

将
司︵
長
野
県
飯
田
市
立
伊
賀
良
小
学
校
︶

◆
山
梨
県
知
事
賞

　
小
越�

洸
佳︵
新
潟
県
分
水
町
立
分
水
小
学
校
︶

◆
山
梨
県
議
会
議
長
賞

　
竹
本�

匠
吾︵
甲
府
市
立
羽
黒
小
学
校
︶

◆
山
梨
県
教
育
委
員
長
賞

　
前
嶋�

み
さ
き︵
一
宮
南
小
学
校
︶

◆
山
梨
県
立
文
学
館
長
賞

　
神
谷�

湧
紀︵
境
川
小
学
校
︶

◆
笛
吹
市
長
賞

　
伊
原�

寿
人︵
境
川
小
学
校
︶

◆
笛
吹
市
議
会
議
長
賞

　
石
橋�

彩
香︵
埼
玉
県
加
須
市
立
三
俣
小
学
校
︶

◆
笛
吹
市
教
育
委
員
長
賞

　
浅
野�

僚
平︵
埼
玉
県
加
須
市
立
三
俣
小
学
校
︶

◆
特
選

　
諏
訪
部�

杏
奈︵
春
日
居
小
学
校
︶

　
龍
澤�

里
香︵
境
川
小
学
校
︶

　
成
田�

千
尋︵
石
和
西
小
学
校
︶

◆
秀
作

　
杉
本�

雅
也︵
御
坂
西
小
学
校
︶

　
梶
原�

未
来︵
御
坂
西
小
学
校
︶

　
広
瀬�

雅
弥︵
一
宮
南
小
学
校
︶

中
学
生
の
部

◆
文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞

　﹁
夕
焼
け
が
大
き
な
空
を
つ
つ
み
こ
む
﹂

　
数
野�

恵
真︵
石
和
中
学
校
︶

◆
山
梨
県
知
事
賞

　
佐
藤�

航︵
神
奈
川
県
慶
応
義
塾
普
通
部
︶

◆
山
梨
県
議
会
議
長
賞

　
三
宅�

綾
乃︵
新
潟
県
胎
内
市
立
中
条
中
学
校
︶

◆
山
梨
県
教
育
委
員
長
賞

　
片
田�

尚︵
身
延
中
学
校
︶

◆
山
梨
県
立
文
学
館
長
賞

　
田
中�

大
介︵
駿
台
甲
府
中
学
校
︶

◆
笛
吹
市
長
賞

　
中
込�

成
美︵
白
根
巨
摩
中
学
校
︶

◆
笛
吹
市
議
会
議
長
賞

　
井
上�

雄
太︵
長
野
県
長
野
市
立
櫻
ヶ
岡
中
学
校
︶

◆
笛
吹
市
教
育
委
員
長
賞

　
高
嶋�

優
花︵
埼
玉
県
富
士
見
市
立
西
中
学
校
︶

◆
特
選

　
松
田�

翔︵
石
和
中
学
校
︶

◆
秀
作

　
矢
崎�

由
美︵
一
宮
中
学
校
︶

　
望
月�

佑
華
利︵
浅
川
中
学
校
︶

　
中
村�

進
平︵
浅
川
中
学
校
︶

※
特
選
・
秀
作
は
市
内
小
中
学
校
の
入
選
者

の
み
紹
介
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